
萩
藩
中
期
藩
財
政
の
研
究

田
 
中
誠
 
二

は
じ
め
に

 
前
稿
で
は
、
萩
藩
中
期
の
う
ち
で
も
天
和
～
正
徳
期
(
一
六
八
一
～
一
七
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
)
の
藩
財
政
を
論
じ
た
。
本
稿
で
は
、
前
稿
を
引
き
継
い
で
享
保
～
寛
延
期

(一

ｵ
一
⊥
ハ
～
一
七
五
〇
)
の
萩
藩
財
政
に
つ
い
て
、
藩
借
銀
の
推
移
と
中
身
、

家
中
馳
走
米
・
扶
持
方
成
等
家
臣
団
再
生
産
と
の
関
係
、
山
代
紙
、
和
市
変
動

を
軸
に
検
討
す
る
。

 
こ
の
主
題
に
関
係
す
る
研
究
史
で
は
、
中
期
藩
財
政
の
概
要
を
扱
っ
た
三
坂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

圭
治
の
研
究
、
山
代
紙
を
扱
っ
た
御
薗
生
翁
甫
の
研
究
、
貨
幣
改
鋳
・
藩
札
を

 
 
 
 
ハ
 
 

扱
っ
た
研
究
な
ど
が
あ
る
が
、
藩
財
政
の
構
造
や
藩
財
政
と
の
関
係
を
中
心
に

据
え
た
研
究
に
乏
し
い
。

 
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
基
本
史
料
・
新
出
史
料
を
使
い
、
筆
者
の
中
期
山
代
紙

 
 
 
 

理
解
を
前
提
に
、
前
記
課
題
に
迫
っ
て
い
く
。

享
保
期
の
藩
財
政

 
萩
藩
財
政
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
の
は
石
高
計

算
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
石

高
の
変
遷
を
一
瞥
し
て
お
.
 

 
 
 
 
 
 
 
ア
 

こ
う
。
表
(
1
)
を
見
る

と
、
近
世
前
期
の
寛
永
二

年
(
一
六
二
五
)
検
地
は

五
ツ
成
高
で
、
防
長
惣
高

六
五
万
八
二
九
九
石
、
内

蔵
入
は
三
一
・
九
％
で
あ

り
、
蔵
入
の
本
藩
領
に
占

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
遷

め
る
割
合
は
四
四
・
二
％
 
変

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

で
あ
っ
た
。
つ
い
で
行
わ
藩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藩
ッ

れ
た
中
期
冒
頭
の
貞
享
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
萩
伍

年
(
一
六
八
六
)
検
地
は
、
の
鵬

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
検

四
ツ
成
高
で
、
防
長
惣
高
 
表
鯨

■支藩鎖

塵本藩領の内
 地方知行

ロ本藩領の内

 蔵入

項目 石高(石) 率(％) 備考

支藩領 183023，569 27£

本藩領の内地方知行 265275，762 40. 3

本藩領の内蔵入 2100団). 000 3L9 蔵入率442％。防
ｷ惣高の32％。

防長惣高 658299331 100. 0

■支藩領石高
(寛永検地高〉

s本藩領石高
 の内地方知
 行

ロ同蔵入地

出典:山ロ県文書館「県庁伝来旧藩記録」283・284「坪付帳」ほか。

貞享検地高(四ツ成高)

項目

支藩領石高(寛永検地高)

本藩領石高(貞享検地高)

防長惣高

石高(石)

183022. 000

635465. 376

818487376

率(％)

22. 4

77. 6

100，0

備考

立石19351. 97石

出典:文庫「政理」71「下村弥三右衛門手拍」。

宝永4年石高
項目 石高(石) 率(％) 備考

支藩領石高(寛永検地高) 183022，000 21. 9

本藩領石高の内地方知行 203230，242 24. 3

同蔵入地 449768940 53. 8 蔵入率68. 9％。防

ｷ惣高の54％。

防長惣高 836021，182 100. 0

出典:文庫「政理」48「御両国有廉集書」。

一



表(2)御仕組之大概(享保2酉年)
米方請

    項目
御本手妻石高

     米(石)高(石)

730089. 627

銀(貫目)       備考
徳山還付高も含む。

内

諸引回(永否川成ほか) 11729，131

畠高塩浜石山代楮石等何れ
ﾎ銀子を以被召上候石高

120379，171

御家来中下地御三地高 209296，144

残(田方現高・物成延口米
V開見取米酒)

388685，181 16578α414 (α4265)。

国郡地下雇御恩扶持方公米
�ﾈ勘渡被仰付地下修補米
�ｧ返納之分

202450

以上(米方請合計) 165982862

立方払

酒米切米御扶持方之分 97288，550

残(地他国御雑用二相成御
ｽ之分)

68694，312

内

江戸御遣方御入用銀之御引
抹ﾄ之分御本番手御留守番
闍`臣

34000，000

殊近年ハ万物莫太直上り二付向後
ｴくるひ為無之、米を以御引当
寀ﾂ付候、(参考:大坂定運送米
Q. 5万石・同旨運送米3. 5万石、計
U万石。内「上田上せ米」あり。)

於大坂御用銀之御引当御国
芟ｭ方御不足二付御米代御
謇ｺ銀御引当之分

6000，000

山代其外曲紙御仕入涯分 20076970

御膳米を初御国中二て諸御
?p米語引当

20496，762

払小計 80573，732

御不足 11879，220 此御不足年々御闇米被仰付筈之分

銀子方請

御蔵入畠銀其外諸上納銀井
蜊竄謔阡ｻ二二を以御取下
笆ﾊ米代銀着請銀之分

3774，215

銀子二二

諸紙御仕入銀二分 952916

御国中二而諸御入用銀御引
又V分

1742681

御不足米御買立代銀言分 1484903
1石＝正25匁和市(8斗替)。参考

摯ﾛ2南1石＝130匁。
払合計 4180，500

御不足(御倹約を以御里可
Y成分)

406，286

担当両国惣石高御物成米銀之辻を以請払煤乱･候、御借銀少茂無之四恩茂煤絡沍苺s足相恩申儀候処、
今以莫太之御借銀有之儀候へ者、何共御仕組可叙勲付御方便も無之丁丁へとも、其分二而被閣候
様二も面相成二付、此度御仕組被仰付候、御借銀差引之儀ハ守口記之、

大坂判書軸繰巻中言ノ暮 9900，000

江戸大坂年賦借御納残・三
ﾑ御引当借共

17500，000

御借銀惣高 27400，000

御国豊里ノ塾主 5800，000 大坂・国元合計で33200貫目。

※出典:国文学研究資料館所蔵桂家文書C105「御書立物」(御所帯逼迫割付御借銀納頃日仕組之大概)。

る
。
田
方
菊
瓦
・
義
烈
銀
器
の
収
納
原
則
に

五
七
八
○
石
を
得
る
。
こ
れ
が
米
方
請
で
あ

(
三
％
)
・
延
米
ほ
か
を
加
え
て
、
米
一
六
万

物
成
(
現
高
×
○
・
四
)
と
付
加
税
の
白
米

基
準
高
)
を
算
出
す
る
。
こ
れ
に
正
十
四
ツ

行
高
を
差
し
引
い
て
、
④
田
方
現
高
(
年
貢

石
一
万
九
三
五
一
石
を
含
む
)
、
③
地
方
知

ど
の
年
貢
控
除
高
)
、
②
畠
方
高
(
山
代
直

れ
た
た
め
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
本
藩
領
石
高

か
ら
、
〟
卵
?
?
萩
黒
?
永
否
・
庄
屋
給
な

本
藩
に
還
付
さ
れ
て
、
そ
の
内
高
が
加
算
さ

該
期
は
徳
山
藩
断
絶
中
で
あ
り
、
同
輩
領
が

ら
、
七
万
七
〇
〇
〇
石
増
加
し
て
い
る
。
当

永
四
年
の
同
高
六
五
万
三
〇
〇
〇
石
弱
か

藩
領
石
高
が
七
三
万
石
と
な
っ
て
い
る
。
宝

軽
減
さ
れ
て
い
た
。
ま
ず
目
方
請
で
は
、

本

～
享
保
二
年
は
一
〇
石
懸
か
り
の
馳
走
米
へ

地
精
度
の
向
上
な
ど
が
原
因
で
あ
る
。

 
貞
享
検
地
後
の
宝
永
四
年
目
一
七
〇
七
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
高
を
参
照
す
る
と
、

本
藩
領
内

四
年
(
一
七
＝
二
・
四
)

の
半
知
馳
走
米
(
二
〇
石
懸
か
り
)
か
ら
、
正
徳
五

表
(
2
)
は
、
享
保
二
年
(
一
七
一
七
)

の
藩
財
政
計
算
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
一
万
八
四
八
七
石
と
な
っ
た
。
約
六
〇
年
で
一
六
万
石
盤
の
増
石
で
あ
る
。

支
藩
領
で
は
貞
享
検
地
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
増
石
は
、
本
意
領
内

で
の
増
加
で
あ
り
、
五
ツ
成
高
か
ら
四
ツ
成
高
へ
の
移
行
、
新
開
高
、
及
び
検

宝
永
期
へ
の
一
万
七
〇
〇
〇
石
面
の
伸
び
は
、
新
開
に
よ
る
も
の

る愈と

。
正
徳

み
ら
れ
る
。

財
政
の
基
盤
が
前
期
よ
り
も
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
貞
享
期
か
ら

で
の
蔵
入
率
は
、
寛
永
検
地
で
の
四
四
％
か
ら
六
九
％
へ
と
大
幅
に
伸
び
、
藩



従
っ
て
、
田
方
(
米
方
)
物
成
の
計
算
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
受
方
払
は
、
ま
ず
怪
傑
取
(
知
行
取
の
う
ち
米
で
支
給
さ
れ
る
も
の
、
い
わ

ゆ
る
蔵
米
取
)
・
切
米
取
・
扶
持
米
取
へ
の
支
給
米
で
あ
り
、
九
万
七
二
〇
〇

石
余
も
あ
る
。
正
書
四
ツ
物
成
で
逆
算
す
る
と
、
石
高
に
し
て
二
四
万
三
〇
〇

〇
石
と
な
り
、
地
方
知
行
分
速
〇
万
九
三
〇
〇
石
上
を
超
え
て
い
て
、
家
臣
を

扶
持
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
石
高
は
四
五
万
石
以
上
と
な
る
。
宝
永
四
年
蔵
入

地
高
四
五
万
石
か
ら
こ
の
二
四
万
三
〇
〇
〇
石
を
引
く
と
、
蔵
入
の
実
質
は
二

〇
万
七
〇
〇
〇
石
に
縮
む
。

 
家
臣
へ
の
給
付
を
引
い
た
残
り
米
は
六
万
八
七
〇
〇
石
弱
。
通
常
は
こ
れ
が

売
却
米
と
な
り
、
大
坂
に
運
送
・
売
却
さ
れ
、
江
戸
へ
送
金
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
「
殊
近
年
ハ
万
物
莫
太
直
上
り
丁
付
、
向
後
濃
く
る
ひ
為
無
品
、

米
を
以
御
引
当
被
仰
寒
心
」
と
、
後
述
す
る
貨
幣
悪
鋳
に
よ
る
「
銀
子
狂
い
」

の
た
め
、
江
戸
方
予
算
を
米
建
に
し
て
三
懐
旧
〇
〇
〇
石
(
参
勤
年
・
在
国
年

平
均
)
と
計
上
し
て
い
る
。
近
世
後
期
に
予
算
大
綱
の
作
成
、
藩
主
と
そ
の
係

累
へ
の
配
当
は
、
米
建
を
骨
子
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
が
お
こ
る
が
、
財

政
の
故
実
と
し
て
享
保
期
が
顧
み
ら
れ
た
。
享
保
期
の
物
価
高
へ
の
対
処
が
参

考
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
万
四
〇
〇
〇
石
は
、
こ
の
こ
ろ
の
米
和
市
八
斗
替

(
米
一
石
1
1
一
二
五
匁
)
で
四
二
五
〇
貫
目
と
巨
額
で
あ
る
。

 
「
山
代
其
外
点
紙
御
仕
入
之
分
」
は
、
山
代
本
所
務
(
田
方
・
畠
方
・
墨
書
物
成
)

七
〇
〇
貫
目
を
構
成
す
る
田
方
物
成
と
付
加
税
を
合
わ
せ
た
約
一
万
石
(
山
代

定
和
市
二
・
六
石
替
で
地
元
に
投
下
さ
れ
る
)
と
、
同
増
漉
き
分
へ
の
投
資
二

七
〇
〇
石
(
地
下
和
市
で
地
元
に
投
下
)
、
そ
れ
に
徳
地
ほ
か
の
紙
漉
き
地
域

へ
の
投
資
米
を
合
わ
せ
て
約
二
万
石
で
あ
る
。
山
代
紙
の
本
所
百
分
と
増
漉
き

分
(
投
資
分
)
に
は
、
専
売
制
に
よ
る
売
却
益
(
五
割
銀
と
菰
弔
詞
)
が
あ
る
。

つ
ぎ
の
国
元
で
の
「
諸
御
入
用
米
御
引
当
」
は
、
二
万
石
で
あ
る
。

 
こ
う
し
て
家
臣
へ
の
給
付
と
江
戸
方
入
用
銀
引
当
ほ
か
の
米
方
払
は
、
払
方

請
を
超
過
し
て
一
万
一
入
七
九
石
の
不
足
と
な
る
。
こ
の
不
足
米
は
、
「
御
買
時
」

と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
銀
子
払
の
「
御
不
足
米
御
買
立
代
銀
之
分
」
一
四
八
四

貫
目
余
と
計
上
さ
れ
て
い
る
。
「
御
買
米
」
の
和
市
は
八
言
替
、
す
な
わ
ち
米

一
石
”
一
二
五
匁
と
見
積
ら
れ
て
お
り
、
計
算
は
正
確
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

島
育
の
こ
の
年
の
「
御
買
米
食
段
」
は
、
南
石
米
一
石
1
1
一
三
〇
匁
と
な
っ
た
。

 
銀
子
方
請
は
、
畠
方
正
租
の
畠
銀
(
例
年
八
○
○
貫
目
く
ら
い
)
、
諸
上
納

銀
(
紙
売
却
代
銀
ほ
か
)
、
米
売
却
代
銀
、
大
坂
借
銀
を
合
わ
せ
て
三
七
七
四

貫
目
で
あ
る
。
財
政
収
入
の
二
大
柱
は
紙
と
米
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
銀
子
請
の

中
核
を
な
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
紙
は
借
銀
の
抵
当
に
入
っ

て
い
た
の
で
思
っ
た
ほ
ど
算
入
で
き
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
米
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
い
え
、
六
万
石
の
大
坂
運
送
米
が
あ
っ
た
が
、
多
く
が
抵
当
に
入
っ

て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

 
銀
子
虫
払
は
、
山
代
・
徳
地
ほ
か
の
紙
仕
入
銀
(
銀
に
よ
る
投
資
分
)
、
国

元
入
用
銀
、
そ
れ
に
不
足
米
の
買
米
代
銀
で
あ
る
。
と
く
に
不
足
米
一
万
一
八

七
九
石
余
の
買
米
は
、
八
虚
誕
(
一
石
1
1
一
二
五
匁
)
で
計
算
し
て
一
四
入
四

貫
目
余
も
あ
る
。
現
実
に
享
保
二
年
の
領
内
南
石
は
、
一
石
1
1
＝
二
〇
匁
で
あ
っ

た
の
で
、
こ
れ
以
上
の
出
費
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
う
し
て
請
か
ら
払
を
引

く
と
四
〇
六
貫
目
余
の
赤
字
と
な
り
、
こ
れ
は
倹
約
を
し
て
埋
め
な
け
れ
ば
な

三



四 目

   
色本
で
、
七
〇
〇
貫
目
)
を
一
致
さ
せ
て
、
紙
で
収
納
す
る
。
こ
れ
に
専
売

が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た

所
務
)

山
代
紙
は
請

と 紙
1

帳
面
楮
五
万
建

制
の
も
と
、
田
方

 ＿  白
  田

方
・
楮
方
年
貢
の
積
算
二
七
〇
〇
貫

万
六
二
八
六
丸
)
の
根
銀
(
一
丸
1
1

せ
て
い
る
紙
で
あ
り
、

後立
に
出
て
く
る
家
臣
借
銀
入
○
○
貫
目
の
抵
当
に
入
っ

却
益
の
み
が
純
益
で
あ
る
。
山
代
に
は
外
に
地
下
紙

代
増
漉
紙
」
は
、
他
言
か
ら
の
楮
迫
害
・
紙
漉
飯
米
な
ど
の
投
資
を
し
て
漉
か

の年
残
り
で
あ
る
。

(
本
所
務
分
)
が
そ
っ
く
り
抵
当
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
聖
目
の
「
山

貢
)

分

る
。
紙
屋

町先
芯
〇
〇
貫
目
を
、

納
借
と
い
う
。

五廉
年
男
抵
当
に
入
れ
て
借
り
た
三
五
〇
〇
貫
目

制
に
よ
る
売
却
益
(
五
割
銀
と
花
曇
銀
)
が
加
わ
る
。
こ
こ
で
は
「
山
代
本
紙
」

目
は
、
山
代
本
所
務
(
本

い
く
ら
に
な
る
か
の
計
算
書
で
あ
る
。
最
初
の
五
罪
(
A
)
は
、

山
代
・
徳
地
ほ
か
の
紙
を
抵
当
に
入
れ
て
の
大
坂
借
銀
で
あ

(
3
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
早
撃
二
年
春
に
、
借
銀
の
元
銀
は

年前
春年享
元享保
翻心保

L元年を
用
い
て
よ
り
深
く
戟
翌
濶
ｺ
げ
て
み
よ
う
。
表

年
十
一
月
十
二
日
付
「
諸
御
借
銀
付
立
享
保

の
藩
財
政
計
算
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の

貫
目
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

で
の
借
銀
前
面
入
○
○
貫
目
を
合
わ
せ
る
と
三
升
三
二
〇
〇

七
四
〇
〇
貫
目
の
借
銀
惣
高
と
な
る
。
こ
れ
に
さ
ら
に
国
元

書
借
)
を
工
面
す
る
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
ま
で
の
年
賦
借
の

残
り
・
紙
の
先
納
借
一
万
七
五
〇
〇
貫
目
と
合
わ
せ
て
二
万

翌
年
暮
(
享
保
三
年
)

に
九
九
〇
〇
貫
目
の
借
銀
(
大
坂
判

表(3)諸敬借銀付立享保二年春元辻(享保1申11. 12)

と
し
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
借
銀
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、

ま
し
て
や
莫
大
の
借
銀
が
あ
る
の
で
す
べ
き
手
立
て
が
な
い

ら
な
い
。

 
奥
書
に
よ
れ
ば
、

借
銀
が
な
く
て
も
こ
の
不
足
と
な
り
、

項目 銀(貫目) 備考

山代本紙御引当3500貫目5年官戸
i年700貫目)

1400，000
3力年分2100貫目は済み。正徳3年8月借用、享保
P年8月元。享保3年秋凹凹白白

徳地紙鳶外山代紙御引当5年賦 1500，000

山代増漉紙徳地同鹿野紙御引当300

ﾑ目5年賦残
60，000 正徳2年8月借用、享保1年8口元。享保2年秋明

¥奇手
山代葺替紙御引当4年賦 300，000 享保1年8月借用、享保5年秋明王二分
小川紙山代萩廻り紙御引当800貫目
T年賦残

640，000
正徳5年8月借用、享保1年8月元。享保5年秋明
y弄分

以上大坂二十紙御引当年経借二分 3900，000 A
京大坂判書借4年賦元10216. 4貫目

ｲ残の享保2年春元
3694，320 正徳3年春元10216. 4貫目。

上々六方より大坂御預ケ銀ほか元居
ﾉして利回計調

1816，220 関白引率・大仏銀・角倉銀なども。

江戸御借銀御買掛銀共5600貫目7年
[崩残(年800貫目)

2400，000 正徳3年より享保元年まで調残、享保2年春元。

以上享保2年春元辻 7910，540 B
上々様銀未定方預り享保2年春元 470，000 鷹司様200，西園寺様170，永田馬場御前様銀100。

萩市中・在々より御借用年経当用銀
{元4138貫目余の納入残

2230，217 正徳3年～享保1年まで4年納入享保2年春元。

御当用銀として享保1年暮以来御借
p、享保2年春元辻石州銀共

1547，420

御救米方銀井黒物銀之内暫借之分 145，800

先年八組江御貸付御宝蔵銀井江戸矢

q銀其外諸役所支配銀等畦塗調相
ｬ、正徳2年暮調辻御当用銀として
芬ﾘ用

552，800 御仕組内ハ、8朱利銀計調。

諸郡地下修甫銀未定方中取二巴御当

p銀二心借用正徳3年春元246. 045
ﾑ目、同暮より年5実利分元銀江畳
梛摯ﾛ2年春元

281，691

山代地下紙御引当借800貫目宝永7
N暮より5年賦且納銀之内地下より
ｫ銀仕分相縮351. 065貫目、享保1
N暮より5ケ年二山代江御返済相成
ｪ享保1年暮且納残2年春元

280，852 (年7α213貫目ずつ返済)。

以上御国御借銀享保1年暮且納残 5508，781 C 享保2年春元。

3廉都合 17319，321 A＋B＋C
外二4歩13年銀御調残元銀士分 3318，602

惣都合 20637923

外二享保1年潮上田三郎左衛門心遣
�ﾈ御借用享保2年より6年賦

2000，000

外二享保1年暮大坂より差下筈之分 1000，000

参考(外二を合わせた惣都合) 23637923

※出典:国文学研究資料館所蔵桂家文書C100-1「諸御借銀付立享保二年春元三」(享保1. 11. 12)。

四



て
い
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
山
代
で
享
保
三
年
に
起
き
た
一
揆
は
、
山
代
紙

の
本
所
曝
露
・
増
言
分
・
地
下
紙
の
全
て
が
大
坂
借
銀
の
抵
当
に
入
っ
た
た
め

に
、
再
生
産
に
必
要
な
銀
が
還
流
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
享
保
期
は
、
山
代
衰
退
へ
の
大
き
な
分
岐
点
で
あ
っ
た
。

 
ま
た
、
徳
地
ほ
か
山
代
以
外
の
諸
郡
の
紙
(
投
資
を
し
て
漉
か
せ
て
お
り
、

売
却
益
の
み
が
純
益
)
も
抵
当
に
入
っ
て
い
る
。
紙
を
抵
当
に
し
て
の
借
銀
は
、

通
算
す
る
と
六
四
〇
〇
貫
目
に
な
り
、
享
保
二
年
春
時
点
で
の
借
銀
の
残
り
は

三
九
〇
〇
貫
目
と
な
る
予
想
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
が
、
山
代
紙
を
中
心
と
す
る

宿
紙
を
抵
当
と
す
る
大
坂
借
銀
で
あ
る
。

 
つ
ぎ
の
三
廉
(
B
)
は
、
大
坂
・
江
戸
で
の
紙
抵
当
以
外
の
借
銀
で
あ
る
。

一
廉
目
は
、
正
徳
三
年
仕
組
(
一
七
＝
二
年
、
家
臣
半
知
・
地
下
石
面
二
匁
の

馳
走
を
命
じ
た
)
時
の
京
・
大
坂
一
万
貫
目
借
銀
の
残
り
で
あ
る
。
二
封
目
は
、

「
上
々
様
方
」
(
藩
主
の
係
累
)
の
大
坂
預
け
銀
を
借
り
た
も
の
で
、
豆
銀
返
済

は
待
っ
て
貰
い
利
子
の
み
払
う
。
三
子
目
は
江
戸
で
の
借
銀
(
御
用
達
三
谷
が

中
心
)
と
買
懸
か
り
五
六
〇
〇
貫
目
(
年
八
○
○
貫
目
の
七
年
賦
)
の
残
り
で

あ
る
。
紙
抵
当
の
大
坂
借
(
A
)
三
九
〇
〇
貫
目
と
、
京
・
大
坂
・
江
戸
の
借

銀
(
B
)
七
九
一
〇
貫
目
を
合
わ
せ
る
と
享
保
二
年
春
元
仁
は
、
一
万
一
八
一

〇
貫
目
と
な
る
。

 
つ
ぎ
は
国
元
借
銀
七
廉
計
五
五
〇
八
貫
目
(
C
)
で
あ
る
。
(
A
)
・
(
B
)

の
大
坂
を
中
心
と
す
る
領
外
借
と
比
し
て
、
国
元
借
(
C
)
の
割
合
は
全
体
の

三
二
％
、
約
三
分
の
一
と
ま
だ
低
い
。
一
廉
目
は
、
鷹
司
関
白
兼
煕
養
女
小
石

姫
(
前
藩
主
吉
広
室
)
ほ
か
の
「
上
々
様
」
か
ら
借
り
た
身
内
借
で
あ
る
が
、
「
公

借
」
の
一
種
で
あ
る
。
二
・
三
耳
目
は
、
急
を
要
す
る
「
当
用
銀
」
を
借
り
た

も
の
で
、
萩
・
在
々
の
領
内
や
石
州
借
(
笹
ケ
谷
銅
山
師
か
ら
の
借
銀
、
隣
国
借
)

で
あ
り
、
「
内
借
」
で
あ
る
。
五
廉
目
は
、
宝
蔵
や
諸
役
所
の
銀
を
貧
窮
す
る

家
臣
団
に
貸
与
し
、
返
済
さ
れ
た
分
を
所
帯
方
(
藩
財
政
を
切
り
盛
り
す
る
部

局
で
、
こ
こ
の
帳
簿
に
登
載
さ
れ
た
も
の
が
藩
借
銀
で
あ
る
)
が
借
り
て
い
る

も
の
で
、
藩
内
他
部
局
か
ら
の
借
銀
H
公
借
で
あ
る
。
六
廉
目
は
、
「
地
下
修

面
訴
」
(
済
民
基
金
、
男
方
管
轄
)
を
当
用
に
借
り
た
も
の
で
、
「
公
借
」
の
一

種
。
最
後
の
廉
は
、
山
代
成
立
ち
の
た
め
に
元
禄
期
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
地

下
紙
を
、
家
臣
救
済
借
銀
入
○
○
貫
目
の
抵
当
の
一
部
(
砂
弄
〇
貫
目
余
)
に

入
れ
た
も
の
で
、
山
代
へ
の
返
済
が
滞
れ
ば
山
代
の
衰
退
を
招
く
。

 
以
上
の
(
A
)
・
(
B
)
・
(
C
)
の
合
計
は
、
一
万
七
三
一
九
貫
目
余
と
な
り
、

こ
れ
に
利
下
げ
・
年
延
べ
を
し
た
「
四
歩
十
三
年
半
」
三
三
一
八
貫
目
を
加
え

る
と
二
万
〇
六
三
七
貫
目
と
な
る
。
さ
ら
に
当
年
暮
に
、
上
田
三
郎
左
衛
門
(
当

該
期
萩
藩
大
坂
御
用
達
の
中
心
)
か
ら
二
〇
〇
〇
貫
目
と
、
大
坂
で
調
達
す
る

筈
の
一
〇
〇
〇
貫
目
を
加
え
る
と
、
借
銀
の
惣
合
計
は
三
万
三
六
三
七
貫
目
の

予
想
と
な
る
。

 
右
に
述
べ
た
こ
と
の
要
点
を
整
理
す
る
と
、
〟
落
R
代
紙
を
中
心
と
す
る
紙
は
、

米
と
並
ん
で
藩
財
政
の
二
大
柱
で
あ
り
、
特
に
当
該
期
は
大
坂
で
の
大
量
の
借

銀
の
抵
当
に
入
っ
て
い
た
(
「
紙
屋
先
寸
借
」
)
。
こ
の
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
、

享
保
期
の
山
代
衰
退
が
起
こ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
②
暗
事
中
期
に
は
、
上
々
合

銀
・
宝
蔵
銀
・
矢
倉
囲
・
諸
役
所
支
配
銀
・
地
下
仮
髪
銀
と
い
っ
た
「
押
借
」
(
身

内
借
・
他
部
虚
血
)
が
始
ま
っ
て
い
た
。
③
国
元
の
借
銀
、
と
り
わ
け
当
用
銀
は
、

五



一ノ、

領
内
(
萩
と
在
々
)
お
よ
び
石
州
借
(
隣
国
借
)
が
多
い
が
、
大
坂
・
京
・
江

戸
の
領
国
外
と
の
対
比
で
い
え
ば
、
全
体
の
三
分
の
一
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ

の
こ
ろ
の
大
坂
で
の
萩
藩
御
用
達
の
中
心
は
上
田
三
郎
左
衛
門
で
あ
り
、
享
保

五
年
頃
か
ら
鴻
池
が
参
入
し
て
く
る
。

 
享
保
二
年
春
時
点
で
の
藩
借
銀
予
想
は
二
万
三
六
三
七
貫
目
、
同
三
年
暮
時

点
で
は
同
前
万
三
二
〇
〇
貫
目
と
な
る
予
想
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
享
保
五
年
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
 

月
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
覚

 
一
四
宝
銀
壱
万
三
千
五
百
弐
拾
七
貫
六
百
四
匁
八
分

 
 
右
大
坂
諸
御
借
銀
寸
分

 
一
同
壱
万
百
四
拾
弐
貫
五
百
入
拾
六
匁
六
分
壱
厘

 
 
右
御
国
御
借
銀
之
分

 
合
弐
万
三
千
六
百
七
拾
貫
百
九
拾
壱
匁
四
分
壱
厘

 
 
外
二

 
 
 
三
千
七
拾
八
貫
六
百
弐
匁
四
分

 
 
 
 
但
、
四
歩
拾
三
年
篭
、
四
拾
貫
目
充
御
手
付
ト
し
て
御
納
入
有
之
、

 
 
 
 
子
ノ
還
元
右
之
辻

 
 
右
御
国
大
坂
御
借
銀
之
分
煤
乱
･

 
 
 
享
保
五
子
ノ

 
 
 
 
 
 
七
月

 
享
保
二
年
春
時
点
と
同
五
年
を
比
較
す
る
と
、
前
者
は
「
四
歩
拾
三
年
銀
」

が
内
数
、
後
者
が
外
数
で
、
ほ
ぼ
そ
の
分
だ
け
後
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、

後
者
の
総
計
は
二
万
六
七
四
八
貫
七
九
三
匁
で
あ
り
、
大
坂
借
銀
が
一
七
一
六

貫
目
増
、
国
元
借
銀
が
四
六
三
四
貫
目
増
で
あ
る
。
享
保
三
年
暮
予
想
額
と
の

比
較
で
は
、
六
四
五
二
貫
目
の
減
で
あ
る
。

 
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
借
銀
額
は
、
「
四
宝
銀
」
表
示
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
先
に
検
討
し
た
享
保
元
年
～
三
年
借
銀
額
も
、
こ
の
四
ツ
宝
銀
表
示

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
正
徳
二
年
～
享
保
六
年
の
「
御

買
米
直
段
」
も
四
ツ
宝
銀
表
示
で
あ
る
。
四
ツ
宝
銀
は
当
該
期
の
「
銀
子
く
る

ひ
」
の
象
徴
と
も
い
え
る
悪
貨
で
あ
り
、
「
新
銀
」
(
正
徳
丁
銀
)
の
四
分
の
一

の
価
値
し
か
な
か
っ
た
。
額
面
に
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

 
さ
て
つ
ぎ
に
、
享
保
期
全
体
を
見
渡
す
た
め
、
表
(
4
)
を
作
成
し
た
。
ま

ず
家
中
馳
走
米
の
推
移
を
み
る
と
、
正
徳
三
年
仕
組
で
二
年
間
半
知
の
と
こ
ろ
、

同
四
年
は
家
中
困
窮
の
た
め
五
石
を
返
石
し
た
(
一
五
石
懸
か
り
)
。
家
中
馳

走
米
は
、
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
四
ツ
物
成
で
米
四
〇
石
の
収
入
が
あ
る
と
見
な

し
、
そ
の
う
ち
何
石
懸
か
り
と
称
し
て
藩
借
銀
返
済
の
た
め
に
馳
走
を
命
ず
る
。

半
知
は
、
二
〇
石
懸
か
り
で
あ
る
。
正
徳
三
年
～
五
年
は
、
高
一
〇
〇
石
以
上

二
〇
石
懸
か
り
・
一
五
石
懸
か
り
・
一
〇
石
懸
か
り
で
あ
っ
た
。
宝
永
元
年
以

降
、
高
一
〇
〇
石
以
上
が
全
体
の
基
準
と
な
り
、
そ
れ
未
満
を
段
分
け
し
て
馳

走
米
を
逓
減
し
た
。
家
中
馳
走
米
は
、
半
知
(
二
〇
石
懸
か
り
、
藩
政
時
代
の

限
界
値
)
で
約
六
万
五
〇
〇
〇
石
、
一
〇
石
懸
か
り
で
そ
の
半
分
で
あ
る
。

 
享
保
元
年
も
前
年
に
続
い
て
一
〇
石
懸
か
り
の
と
こ
ろ
、
打
ち
続
く
馳
走
米

拠
出
に
疲
弊
し
た
家
臣
に
息
を
つ
か
せ
る
た
め
、
馳
走
米
の
半
分
を
八
斗
替
(
銀

一
〇
〇
匁
“
米
入
斗
、
す
な
わ
ち
米
一
石
1
1
一
二
五
匁
)
の
銀
子
で
返
還
し
た



表(4)享保期の家中・地下馳走米と米価の変遷

年代
十
二
支

西暦

家中

y走米
i石)

地下

y走米
i升)

南石

P石
i匁)

備考

享保1 申 1716 10 137. 0 馳走米10石の内半分を8三才銀子で返す(黒)。

享保2 酉 1717 10 129. 9 「諸物の価高直」(黒)。唐船打ち払い。幕府巡見直来藩。

享保3 戌 1718 5 2. 50 144. 9

旅役出米高100石二付曲律5神懸かり。12月1日置り新金銀を本行にして勘定。四ツ宝銀子今吹
�ﾍ、4対1。唐船打ち払い。山代百姓一揆。長府藩一時断絶と再興。「今度新銀通用の儀二一、
]公儀御書付」(28冊)。

享保4 亥 1719 18 225 172. 4
�?ｳ。朝鮮通信使。

享保5 子 1720 18 3. 00 202D

享保3・4年畠銀は新銀半納。今夏納銀も半納、秋納銀は1貫目のところへ3貫目の四ツ宝銀
續[。「銀子くるひより万物高直二相成」、「南前は天下御役人・諸大名陸御通、御物運送の御用

蜍摧N中とハ十倍の尺長回申候」。新郎80匁＝四ツ宝銀320匁。

享保6 丑 1721 5 259. 7 享保3こ口通り旅役出米のみに。「近年金銀狂ひ」(28冊)。

享保7 寅 1722 15 50. 8 3年間15石懸かり(旅役出三共)。「元来御当家之儀ハ御配高過分候」(黒)。

享保8 卯 1723 15 403 在府半減(上米制)。

享保9 辰 1724 5 300 36. 8
馳走米差返、旅役出米のみ享保14年迄。以前借用の当用米銀を年利5％・10年賦に御断(28冊)。

鱒E毛利筑後。

享保10 巳 1725 5 42. 7 琉球櫨実植付奨励。在府半減。諸士の他国借を禁ず。藩主帰国惣陸に。

享保11 午 1726 5 420 扶持方成の仕磨浴B藩主在国。

享保12 未 1727 5 402 藩主参勤・帰国惣陸。

享保13 申 1728 5 40D 藩主在国。

享保14 酉 1729 5 33. 3

「米穀下直二付諸色直下ケ」「三割方引下ケ」。「元禄年中金銀吹替以来、米穀高直二候処二、近
N下直二相成下、然処借金銀井質物利金は前々の通二て諸人致難儀候」(28冊)ため、元禄15～

摯ﾛ14借用の借金銀は今後年利5％。

享保15 戌 1730 17 4. 00 339

旅役出銀河銀を以勘渡。当職堅田広慶。大坂表似せ切手により損失莫大(黒)。藩札の発行、11
獅P日より通用、諸郡よりの上納は札銀で。「戌ノ十一月朔日より札銀遣二相成候」(28冊)。「近

N米紙下直考自他国の借銀莫太に逮ひ」(黒)。幕府参勤の期を復旧。元禄15～享保14までの借

ﾄ銀は、今後年利5％に(28冊)。

享保16 亥 1731 17 81. 3

代替吉元→潤絡L。江戸屋敷類焼(桜田・新シ旧刀?。買米3年間札銀表示。上納は「新丁半納」に(28

?。「諸人の心得悪敷、延宝年中の札遣の様往々捨り二可相成と考、、、諸色の商売莫太高直二
叶ｬ候」(28冊)。萩町人10人を札座に。「通用の仕磨莱?v(28冊)、10力年米をもって消札。

享保17 子 1732 17 241D 公内借捌き。高100石に正銀200匁貸与。虫枯の大変。幕府より拝借金・廻米。

享保18 丑 1733 20 333. 3
17石懸かり・3石懸かり。2月27日、当職交替広政→就久。「当秋納銀より半銀半札を以上納」(28
?。

享保19 寅 1734 18 323

15石懸かり・3石懸かり、以上18石懸かり。暮に高100石に付正銀200匁を与える。去年の出米
u�ﾉ減、今来年馳走を請ける。「近年札遣二相成、諸色高直」。「紗銀交易の儀、至頃日莫太歩
瘴o来、諸色高直二相成」(28冊)。「御廻米御返済二付、例年二違過分大坂御運送被仰付、別て

苴c御不煤来ﾓ」(28冊)。

享保20 卯 1735 33. 3
18石懸かりか。「札銀交易莫太不景気出て、頃日は三拾枚重の余二も相成」、「今日より於札座先

�¥枚重」、「延宝年中の通札崩捨り候等割は全軍被風付候」(28冊)。

出典:「大記録」2・18(旧記3)。「御馳走出米覚」(政理12)。「御黒印御書附御張紙控」(磨覧ﾟ92)。

   「二十八冊御書付」(磨覧ﾟ135)・「御書付其外後規二三」(磨覧ﾟ159)。

   「御尋御買直段」(県庁旧藩812)。

七

大
小
御
家
来
御
勘
渡
銀
二
相
当
候
歎
と
相
見
候
、
年
々
引

上
上
相
勤
儀
候
処
、

(
中
略
)
御
所
帯
地
道
之
御
不
足
ハ
、

御
馳
走
ハ
、
御
先
代
以
来
引
続
地
道
之
様
相
成
候
、
依
之

相
考
暦
応
、
大
小
之
御
家
来
旅
役
之
二
軸
面
々
知
行
役
を

乙
有
之
と
相
見
候
へ
共
、
先
ハ
高
百
石
付
米
四
五
石
充
之

御
所
斗
升
物
入
之
多
少
に
よ
っ
て
、
年
々
御
馳
走
出
米
甲

御
用
所
役
(
江
戸
方
財
務
担
当
)

 
 
 
 
 
め
 

よ
う
で
あ
る
。

潮
時
存
の
建
言
は
、

つ
ぎ
の

は
享
保
二
年
八
月
十
九
日
半
「
来
年
よ
り
ハ
、
馳
走
の
出
米
ハ

差
返
シ
」
、
「
旅
役
之
儀
、
先
家
来
中
の
扶
を
以
、
漸
相
調
候
様

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
 

二
申
付
候
」
と
い
う
決
定
が
実
行
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
江
戸

米
が
旅
役
出
米
の
み
に
限
定
さ
れ
た

(
五
石
懸
か
り
)
。
こ
れ

船
打
ち
払
い
、
山
代
一
揆
と
、
多
事
多
端
で
あ
っ
た
。

 
こ
の
享
保
三
年
に
、
旅
役
出
米
が
制
度
化
さ
れ
、
家
中
馳
走

し
た
た
め
一
時
断
絶
、
長
府
藩
再
興
の
た
め
清
末
藩
中
絶
、
唐

み
と
な
っ
た
。
こ
の
年
は
、
長
府
藩
が
藩
主
が
若
く
し
て
死
去

出
張
旅
費
の
拠
出
)
が
制
度
化
さ
れ
、
か
つ
馳
走
米
が
旅
役
の

か
か
る
。
享
保
三
年
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
旅
役
出
米
(
家
臣

り
と
な
っ
た
。
岩
国
藩
一
揆
が
起
こ
り
、
解
決
は
同
五
年
ま
で

(
こ
の
場
合
「
一
石
返
石
」
と
い
う
)
。
こ
の
年
は
、
徳
山
藩
改

易
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
翌
二
年
は
、
唐
船
(
密
貿
易
船
)

打
ち
払
い
や
幕
府
巡
見
使
来
藩
で
経
費
が
嵩
み
、
一
〇
石
懸
か



 
 
続
キ
少
充
こ
て
も
御
馳
走
と
申
儀
地
道
之
名
目
ニ
謡
い
か
・
敷
様
二
相
聞

 
 
候
間
、
自
今
ハ
旅
役
出
米
と
申
名
目
を
以
、
大
小
之
御
家
中
高
百
石
二
丁

 
 
米
砂
石
充
之
出
米
藤
島
付
候
ヘ
ハ
、
一
ケ
年
分
之
出
米
壱
万
八
千
石
と
相

 
 
見
、
(
中
略
)
段
々
御
沙
汰
之
上
、
享
保
三
戌
ノ
年
よ
り
旅
役
米
之
御
沙

 
 
汰
被
仰
出
候
、

 
坂
の
考
え
は
、
〟
莱
ﾆ
中
馳
走
米
は
、
先
代
以
来
高
一
〇
〇
石
に
四
、
五
石
が

常
態
(
家
中
馳
走
米
五
石
が
宝
永
元
年
を
除
く
元
禄
十
一
年
～
宝
永
四
年
の
一

〇
年
間
続
い
た
こ
と
を
指
す
)
と
な
っ
て
、
好
ま
し
い
あ
り
方
で
は
な
い
こ
と
、

②
一
方
家
来
の
旅
役
(
出
張
)
は
本
来
自
弁
で
あ
る
が
、
負
担
に
甲
乙
が
あ
り

か
つ
困
窮
に
よ
っ
て
、
公
聴
の
「
勘
渡
」
(
支
給
)
で
補
っ
て
い
る
こ
と
、
③

〟
翌
ﾌ
藩
財
政
の
不
足
は
②
の
勘
渡
銀
に
相
当
す
る
し
、
毎
年
普
通
の
よ
う
に
御

馳
走
を
命
ず
る
の
は
「
い
か
・
敷
」
(
好
ま
し
く
な
い
)
の
で
、
今
後
は
高
一

〇
〇
石
に
米
銀
石
を
「
旅
役
出
米
」
と
い
う
名
目
に
し
て
拠
出
さ
せ
る
こ
と
、

④
「
地
道
」
(
湿
生
・
課
役
の
な
い
普
段
の
年
)
で
は
、
旅
役
出
米
以
外
に
は

馳
走
米
を
課
さ
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
旅
役
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
家
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

「
開
銀
」
の
拠
出
で
賄
っ
て
き
た
(
「
来
戌
ノ
年
よ
り
助
銀
直
訴
磨
濫
甯
月
~
」
と

あ
る
)
が
、
家
臣
団
の
困
窮
と
「
銀
子
く
る
ひ
」
に
よ
る
物
価
高
で
、
矛
盾
が

拡
大
し
て
い
た
。
そ
こ
で
旅
役
の
米
等
化
と
家
中
馳
走
米
の
限
定
を
狙
っ
た
の

が
、
こ
の
旅
役
出
米
の
制
度
化
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
家
中
馳
走
米
が
三
石
(
旅
役
出
米
の
み
)
に
限
定
さ
れ
た
の
は
、
享
保
三
年
・

六
年
、
九
年
～
十
四
年
、
元
文
五
年
・
寛
保
元
年
の
一
〇
度
で
あ
る
。
そ
の
実

現
の
背
景
に
は
、
い
ず
れ
も
坂
の
建
言
と
毛
利
広
政
(
加
判
役
・
当
職
)
・
山

入

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

内
広
通
(
当
職
)
の
理
解
が
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぬ
 

 
萩
藩
財
政
は
、
「
元
来
御
当
家
之
各
員
御
里
高
過
分
候
」
と
い
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
領
知
(
防
長
ニ
カ
国
)
に
比
し
て
家
臣
語
数
が
過
大
で
あ
る
と
い
う

規
定
性
が
あ
り
、
剰
え
前
波
で
述
べ
た
よ
う
に
、
家
臣
数
は
承
応
元
年
(
一
六

五
二
)
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
宝
永
六
年
(
一
七
〇
九
)
ま
で
の
五
七
年
間
で

一
四
八
に
、
す
な
わ
ち
二
一
・
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
貞
享
検
地
に
よ
っ
て

増
徴
と
蔵
入
強
化
の
実
現
を
図
っ
た
の
も
束
の
間
、
元
禄
八
年
仕
組
(
三
年
間
)

で
一
六
石
懸
か
り
の
家
中
馳
走
米
を
取
り
、
し
ば
ら
く
五
石
懸
か
り
、
宝
永
元

年
、
同
六
・
七
年
、
正
徳
三
年
の
半
知
と
、
家
臣
に
負
担
を
強
い
て
き
た
。
右

に
見
た
享
保
期
の
家
臣
馳
走
米
の
旅
役
出
米
白
石
懸
か
り
へ
の
限
定
は
、
家
臣

の
悲
願
の
実
現
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
表
(
4
)
に
見
え
る
享
保
期
の
「
扶

持
方
成
」
(
知
行
地
を
上
知
し
て
借
銀
を
返
済
し
、
堪
忍
扶
持
の
み
で
暮
ら
す

閉
門
状
態
)
仕
磨
翌
ﾌ
改
正
は
、
前
置
で
述
べ
た
宝
永
元
～
三
年
の
知
行
取
の
「
扶

持
方
成
」
経
験
者
一
一
七
人
の
存
在
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
期
か

ら
始
ま
っ
た
家
臣
借
銀
の
公
内
借
捌
き
(
藩
か
ら
の
借
銀
で
あ
る
「
導
流
」
と
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
人
ほ
か
か
ら
の
借
銀
で
あ
る
「
内
借
」
の
利
下
げ
・
年
延
べ
)
は
、
享
保
期

も
仕
組
の
度
に
行
わ
れ
て
い
る
。

 
百
姓
に
課
し
た
地
下
馳
走
は
、
天
和
二
年
仕
組
の
高
一
石
に
付
三
匁
が
初
め

て
で
、
以
降
一
・
五
～
二
匁
で
推
移
し
て
き
た
。
享
保
期
に
入
っ
て
米
納
と
な

り
、
高
一
石
に
付
二
升
五
合
～
四
升
と
な
っ
て
い
る
。
高
一
石
の
正
租
は
、
四

ツ
物
成
の
四
斗
で
あ
る
が
、
二
升
五
合
は
そ
の
六
・
二
五
％
増
、
四
升
は
一
〇
％

増
に
当
た
る
。
中
期
で
は
寛
保
二
・
三
年
の
石
別
五
升
(
＝
一
・
五
％
増
)
が



限
界
値
で
あ
る
。
家
中
馳
走
米
の
限
界
で
あ
る
半
知
(
二
〇
石
懸
か
り
)
と
地

下
馳
走
米
の
限
界
で
あ
る
石
弾
五
升
で
、
米
約
一
〇
万
石
と
な
る
。
ち
な
み
に

大
坂
運
送
米
は
、
享
保
二
年
前
後
は
六
万
石
で
、
う
ち
定
運
送
米
(
一
般
会
計

の
米
)
は
二
胡
五
〇
〇
〇
石
・
逆
運
斗
米
(
馳
走
米
や
「
御
買
米
」
に
よ
る
米
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぜ

は
三
万
五
〇
〇
〇
石
で
あ
る
。
家
中
馳
走
米
・
地
下
馳
走
米
は
、
借
銀
額
と
と

も
に
藩
財
政
の
動
向
の
指
標
と
な
る
。

 
享
保
期
の
藩
財
政
へ
の
影
響
の
う
ち
、
幕
府
に
よ
る
上
米
制
・
江
戸
藩
刀
覧
ﾞ

焼
・
煙
害
を
見
よ
う
。
ま
ず
上
米
制
に
つ
い
て
、
等
時
存
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
つ

 
 
 
め
 

て
い
る
。

 
 
享
保
八
卯
年
よ
り
御
大
名
方
御
参
勤
御
交
代
半
年
代
り
と
被
仰
付
候
へ

 
 
共
、
古
磨
濫
V
通
二
て
ハ
御
道
中
御
往
来
共
以
上
十
五
ケ
月
之
内
、
半
年
替

 
 
と
候
て
も
御
往
来
月
三
盛
ケ
候
て
油
入
ケ
月
と
相
見
、
第
一
其
代
り
御
上

 
 
納
金
之
儀
も
三
千
七
百
両
有
之
、
尤
御
在
府
之
月
数
減
シ
候
程
御
留
守
年

 
 
之
月
数
下
下
、
御
在
国
年
之
月
数
も
多
候
ヘ
ハ
、
滅
菌
其
御
入
用
相
増
申

 
 
事
二
て
候
故
、
差
引
候
竹
簡
余
分
之
御
勝
手
と
申
儀
も
無
間
、
凡
御
同
様

 
 
之
儀
と
相
見
候
、

 
萩
藩
朱
印
高
は
、
三
六
万
九
四
一
一
石
、
約
三
七
万
石
で
あ
る
か
ら
、
一
万

石
に
一
〇
〇
両
の
上
米
代
年
三
七
〇
〇
両
の
負
担
で
あ
る
。
在
府
半
年
と
い
っ

て
も
、
往
来
に
ニ
カ
月
か
か
る
の
で
八
カ
月
と
な
り
、
増
え
た
在
国
期
間
に
も

相
応
の
経
費
が
か
か
る
の
で
、
さ
し
て
「
御
勝
手
」
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
る
。

 
参
勤
の
期
が
旧
に
復
し
た
享
保
十
五
年
に
は
、
大
坂
で
贋
切
手
事
件
が
起
こ

り
、
損
失
が
莫
大
で
あ
っ
た
。
同
十
六
年
に
は
江
戸
藩
刀
翌
ｪ
類
焼
に
あ
い
、
桜

田
刀
?
萩
藩
上
屋
敷
)
・
新
シ
橋
刀
?
同
中
屋
敷
)
が
焼
失
し
た
。
同
十
七
年

に
は
、
西
国
一
帯
を
襲
っ
た
蛙
害
(
「
虫
枯
」
)
に
よ
り
、
「
皆
損
」
同
然
と
な
り
、

翌
十
八
年
に
か
け
て
の
「
疫
病
」
と
相
侯
っ
て
、
領
内
耕
作
に
甚
大
な
被
害
が

出
た
。
こ
う
し
た
こ
と
で
、
享
保
十
五
～
十
七
年
の
家
臣
馳
走
米
は
一
七
石
懸

か
り
、
十
八
年
は
半
知
と
な
っ
た
。

 
と
く
に
「
虫
枯
」
は
、
幕
府
に
よ
る
廻
米
と
同
拝
借
金
に
よ
っ
て
緊
急
対
策

を
行
っ
た
が
、
餓
死
者
が
出
て
、
一
〇
〇
年
礼
に
も
記
憶
さ
れ
る
大
群
饒
と
な
っ

た
。
例
え
ば
「
去
々
年
虫
枯
大
変
、
御
廻
米
御
返
済
二
付
、
例
年
二
違
過
分
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
御
運
送
被
仰
付
、
別
て
御
米
御
不
煤
来
ﾓ
」
(
享
保
十
九
年
五
月
)
と
あ
る
よ

う
に
、
幕
府
に
よ
る
廻
米
・
拝
借
銀
の
返
済
に
も
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。

二
 
正
徳
～
享
保
期
の
和
市
変
動
-
銀
子
狂
い
と
藩
札
廃
り
一

 
萩
藩
中
期
の
藩
財
政
に
も
っ
と
も
影
響
を
与
え
た
の
は
、
じ
つ
は
和
市
変
動

で
あ
っ
た
。
問
題
に
な
る
和
市
変
動
の
中
身
は
、
正
徳
二
年
(
一
七
一
二
)
か

ら
享
保
六
年
(
一
七
二
一
)
の
四
ツ
宝
銀
に
よ
る
「
銀
子
く
る
ひ
」
と
、
享
保

十
五
年
か
ら
元
文
四
年
の
藩
札
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
か
ら
見
て
い
こ
う
。

 
宝
永
元
年
(
一
七
〇
四
)
か
ら
明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
ま
で
の
藩
に
よ
る

買
米
値
段
を
郡
奉
行
所
が
記
録
し
た
、
「
御
米
御
買
直
言
」
と
い
う
史
料
が
あ

 
 
 る

。
記
録
初
年
の
宝
永
元
年
は
家
臣
に
初
め
て
の
半
知
を
課
し
た
年
で
あ
り
、

大
坂
借
銀
の
抵
当
・
返
済
の
た
め
に
、
家
臣
・
領
民
の
米
を
大
量
に
買
い
上
げ

た
。
史
料
冒
頭
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

九



一
〇

 
御
米
御
買
直
段

一
宝
永
元
年
分
申

一
同
弐
年

(
正
徳
)
 
(
中
略
)

一
同
三
年

北
南
共
音
石
馬
斗
三
升

北
壱
石
六
斗
六
升

南
壱
石
六
書
九
升

北
七
斗
八
升

南
八
斗

 
 
(
享
保
)
 
(
中
略
)

 
 
一
同
三
年
 
 
 
 
 
 
 
 
北
夏
鳶
七
升

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南
六
斗
九
升

 
北
石
と
は
、
日
本
海
側
に
津
出
し
さ
れ
る
米
で
あ
り
、
主
と
し
て
萩
へ
の
廻

回
米
と
な
る
。
南
石
と
は
、
瀬
戸
内
海
側
に
津
出
し
さ
れ
る
米
で
あ
り
、
主
と

し
て
大
坂
へ
の
廻
着
米
と
な
る
。
漸
縮
の
方
が
若
干
高
い
の
は
、
米
誌
の
多
い

南
石
を
萩
に
廻
す
の
に
運
賃
が
か
か
る
た
め
で
あ
る
。
表
示
は
、
銀
一
〇
〇
匁

で
買
え
る
米
量
で
あ
る
。
何
石
何
事
替
と
い
う
。
通
常
我
々
は
、
米
一
石
が
銀

何
匁
で
あ
る
か
の
表
示
の
方
が
分
か
り
や
す
く
、
米
価
変
動
を
知
る
上
で
も
便

利
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
表
(
4
)
に
は
、
南
石
一
石
は
銀
歯
匁
か
を
示
し
て

お
い
た
。
し
か
し
こ
の
史
料
は
、
一
貫
し
て
何
心
何
斗
替
の
表
示
で
あ
る
。
何

故
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
掲
げ
る
史
料
は
、
享
保
三
年
十
二
月
十
二
日
の
も
の

 
 
 
 

で
あ
る
。

 
 
 
 
覚

 
 
一
北
石
、
四
ツ
宝
銀
百
目
二
三
六
斗
七
升

 
 
 
 
但
、
今
吹
銀
百
目
二
付
弐
石
六
斗
八
升

 
 
一
南
石
、
四
ツ
宝
銀
百
目
書
付
六
斗
九
升

 
 
 
 
但
、
今
吹
銀
百
目
二
付
言
石
七
斗
六
升

 
 
 
右
享
保
三
年
分
御
買
米
直
段
、
前
書
之
通
被
相
定
候
事
、

 
 
(
朱
書
)
「
享
保
三
年
」

 
 
 
 
 
戌
十
二
月
十
二
日

 
 
に
び
や
し

 
 
 
此
御
買
米
直
段
之
儀
、
前
々
諸
郡
江
沙
汰
仕
た
る
儀
中
之
候
処
二
、
今

 
 
 
年
ハ
御
馳
走
米
上
納
之
工
高
付
入
用
之
廉
有
之
二
付
、
早
々
継
送
り
を

 
 
 
以
沙
汰
仕
候
様
こ
と
の
御
事
出
て
沙
汰
仕
二
相
成
候
事

 
数
値
は
、
前
に
掲
げ
た
享
保
三
年
の
「
御
門
御
買
直
段
」
と
一
致
す
る
。
た

だ
し
そ
れ
は
、
「
四
ツ
宝
銀
」
で
の
数
値
で
あ
る
。
四
ツ
宝
銀
と
は
、
四
ツ
宝
丁
銀
・

小
玉
銀
の
こ
と
で
あ
り
、
正
徳
元
年
通
用
開
始
、
享
保
七
年
通
用
停
止
と
な
っ

た
銀
貨
で
あ
る
。
品
位
二
〇
％
の
悪
貨
で
あ
っ
た
。
但
書
の
「
今
吹
銀
」
と
は
、

正
徳
丁
銀
・
小
玉
銀
(
享
保
銀
と
も
)
の
こ
と
で
あ
り
、
正
徳
四
年
通
用
開
始
、

元
文
三
年
通
用
停
止
の
銀
貨
で
あ
る
。
慶
長
丁
銀
・
小
玉
銀
の
品
位
八
○
％
に

戻
し
た
良
貨
で
あ
る
。
四
ツ
宝
銀
は
、
正
徳
銀
の
四
分
の
一
の
価
値
で
あ
る
。

 
前
掲
表
(
4
)
で
は
、
南
石
一
石
に
付
銀
何
匁
か
を
表
示
し
た
。
享
保
元
年

～
同
六
年
は
、
＝
二
七
匁
か
ら
始
ま
っ
て
二
五
九
・
七
匁
と
、
米
価
の
高
騰
を

指
し
示
し
て
い
る
。
だ
が
元
々
の
「
御
米
御
買
直
段
」
表
示
で
あ
る
銀
一
〇
〇

匁
で
米
何
石
が
買
え
る
か
を
、
表
(
5
1
1
)
で
示
し
て
み
る
。

 
正
徳
二
年
か
ら
享
保
六
年
ま
で
は
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
な
し
、
前
後
の
時
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ら
元
文
元
年
ま
で
は
、
正
徳
銀
表
示
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。

元
文
銀
表
示
に
変
わ
る
。

 
表
(
5
1
1
)
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
〟
乱
ｳ
徳
二
年
か
ら
享
保
六
年
ま

で
は
四
ツ
宝
銀
表
示
、
享
保
七
年
か
ら
同
十
五
年
ま
で
は
正
徳
銀
表
示
、
同
十

六
年
か
ら
十
八
年
ま
で
は
札
銀
表
示
、
同
十
九
年
か
ら
元
文
二
年
中
で
は
正
徳

銀
表
示
、
元
文
三
年
以
降
は
元
文
銀
表
示
と
変
遷
し
た
こ
と
、
②
米
一
石
が
何

匁
か
の
表
示
(
銀
を
基
準
に
し
て
の
計
測
)
と
銀
一
〇
〇
匁
で
米
堅
石
買
え
る

期
と
は
異
質
で
あ
る
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
、
四
ツ
宝
銀
表
示
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
両
方

の
表
示
が
知
れ
る
享
保
三
年
で

は
、
四
ツ
宝
銀
一
〇
〇
匁
で
米
六

斗
九
升
し
か
買
え
な
い
が
、
正
徳

銀
一
〇
〇
匁
で
米
二
石
瓦
斗
六
升

も
買
え
る
。
四
倍
の
差
が
あ
る
。

享
保
七
年
か
ら
同
十
五
年
ま
で
、

そ
れ
と
同
十
九
年
か
ら
元
文
二
年

ま
で
は
、
ま
た
一
つ
の
グ
ル
ー
プ

を
な
し
、
正
徳
銀
表
示
で
あ
る
。

享
保
十
六
年
か
ら
同
十
八
年
ま
で

は
、
享
保
十
五
年
に
発
行
さ
れ
た

藩
札
表
示
で
あ
り
、
同
十
九
年
か

 
 
 
 
 
 
元
文
三
年
以
降
は
、

と
い
う
表
示
(
米
を
基
準
に
し
て
の
計
測
)
で
は
、
貨
幣
価
値
の
激
し
く
変
化

す
る
当
該
期
に
は
、
後
者
の
ほ
う
が
事
態
を
よ
り
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
③
石
高
制
の
も
と
で
は
、
米
を
尺
度
と
し
た
何
石
替
と
い
う
捉
え
方

が
普
遍
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
、
④
四
ツ
宝
銀
と
札
銀
は
、
よ
く
似
た
動
向
を

示
し
て
い
る
こ
と
、
⑤
前
述
し
た
享
保
二
年
前
後
の
藩
借
銀
二
万
三
〇
〇
〇
貫

目
～
三
万
三
〇
〇
〇
貫
目
も
、
四
ツ
宝
銀
表
示
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
正
徳
銀
表

示
で
四
分
の
一
に
す
れ
ば
五
七
五
〇
～
八
二
五
〇
貫
目
に
過
ぎ
ず
、
数
字
の
大

き
さ
に
惑
わ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、
ま
た
藩
財
政
で
江
戸
方
予
算
や
旅
役

を
米
建
と
し
た
の
は
、
こ
の
「
銀
子
く
る
ひ
」
に
対
処
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。

 
幕
府
に
よ
る
貨
幣
改
鋳
の
与
え
た
影
響
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
記
事
を
拾
っ
て
み
る
。
表
(
4
)
の
備
考
欄
に
も
記
し
た
が
、
「
世
上
万

物
高
直
」
(
享
保
元
年
)
、
「
諸
物
の
価
高
直
」
(
同
二
年
)
、
「
市
中
銭
不
煤
来
ﾓ
」
「
壱

匁
二
身
弐
拾
八
文
遣
」
(
同
四
年
)
、
「
銀
子
く
る
ひ
よ
り
万
物
高
直
二
相
成
」
(
同

五
年
)
、
「
近
年
金
銀
狂
ひ
」
(
同
六
年
)
、
な
ど
物
価
が
高
騰
し
た
様
が
窺
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 

坂
時
存
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 
 
其
比
金
銀
吹
替
之
御
沙
汰
有
之
、
数
年
通
用
之
四
ツ
宝
銀
を
被
改
、
慶
長

 
 
銀
二
重
砂
被
仰
付
と
の
御
沙
汰
二
て
、
今
吹
之
新
銀
も
少
々
通
用
も
有
之
、

 
 
四
ツ
宝
銀
百
め
之
所
江
今
吹
之
正
銀
廿
五
匁
之
御
定
こ
て
ハ
候
へ
共
、
世

 
 
上
通
用
之
四
宝
銀
多
ク
有
之
候
ヘ
ハ
、
諸
色
之
直
段
追
々
高
直
罷
成
り
、

 
 
年
分
御
屋
敷
御
用
之
諸
色
莫
太
高
直
二
尊
成
、
別
臨
御
不
勝
下
之
筋
多
ク
、

 
 
諸
役
所
業
御
入
用
高
相
縮
候
へ
而
ハ
、
余
分
之
儀
と
相
見
え
候
、

一
一



 
 
数
十
年
之
通
用
銀
四
ツ
宝
之
儀
、
第
一
四
ツ
宝
多
分
之
通
用
こ
て
候
ヘ
ハ
、

 
 
諸
色
垂
直
丁
番
ハ
四
ツ
宝
を
本
望
二
相
心
得
候
鳥
か
、
諸
色
夏
干
段
正
銀

 
 
五
十
め
之
所
載
ツ
宝
銀
砂
め
内
外
之
通
用
と
相
見
え
候
、

 
こ
の
記
事
は
、
享
保
二
～
四
年
の
こ
ろ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
正
徳
金

銀
が
流
通
し
始
め
、
四
ツ
宝
銀
一
〇
〇
匁
1
1
正
徳
銀
二
五
匁
が
幕
府
の
「
御
定
」

で
あ
る
が
、
四
ツ
宝
銀
の
方
が
量
が
多
く
、
諸
色
(
米
以
外
の
商
品
)
の
値
段

が
騰
貴
し
て
、
藩
財
政
に
と
っ
て
痛
手
と
な
っ
た
と
い
う
。

 
ま
た
、
四
ツ
宝
銀
通
用
停
止
と
な
っ
た
享
保
七
年
以
降
の
記
事
で
は
、
「
米

穀
下
直
組
付
諸
色
直
段
下
ケ
」
「
三
割
方
引
下
ケ
」
(
享
保
十
四
)
を
命
じ
、
「
元

禄
年
中
金
銀
吹
替
以
来
、
米
穀
高
直
二
候
処
二
、
近
年
下
直
二
相
成
候
、
然
処

借
金
銀
井
質
物
利
金
は
前
々
の
通
こ
て
諸
人
致
難
儀
候
」
(
同
十
四
年
)
、
「
近

年
米
紙
下
直
均
整
他
国
の
借
銀
莫
太
に
逮
ひ
」
(
同
十
五
年
)
と
あ
る
。
米
価

安
の
諸
色
高
、
紙
価
格
の
低
下
と
い
う
、
藩
財
政
に
と
っ
て
痛
手
と
な
る
事
態

が
さ
ら
に
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

 
つ
ぎ
に
享
保
十
五
年
に
再
発
行
さ
れ
た
藩
札
の
動
向
を
見
よ
う
。
半
里
は
、

延
宝
五
年
(
一
六
七
七
)
に
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
藩
札
を
発
行
し
、
翌
六
年

に
は
馳
走
米
拠
出
に
苦
し
む
家
臣
に
、
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
四
貫
目
の
藩
札
を

 
 
 
 
こ

貸
与
し
た
。
本
藩
に
倣
っ
て
藩
札
を
発
行
し
た
岩
国
藩
は
、
「
御
借
銀
を
利
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
銀
目
し
て
御
借
用
之
積
り
と
考
申
候
」
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
ま
た
天
保
期

に
村
田
清
風
は
札
留
を
藩
借
銀
と
考
え
て
い
た
。
う
ま
く
運
用
す
れ
ば
、
藩
札

は
利
子
な
し
の
藩
借
銀
と
考
え
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
延
宝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
 

札
は
、
後
年
「
延
宝
年
中
の
直
面
崩
写
り
候
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
失

二

敗
に
終
っ
た
。

 
享
保
十
五
年
六
月
に
、
幕
府
か
ら
「
金
銀
銭
札
遣
有
之
所
々
」
「
向
後
ハ
前
々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

札
遣
仕
来
候
所
々
ハ
、
勝
手
次
第
可
仕
候
」
と
の
沙
汰
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
請

け
て
生
湯
は
、
同
年
十
月
に
「
近
年
世
上
銀
子
不
煤
来
ﾓ
、
通
用
差
違
候
」
こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
理
由
に
、
「
御
国
中
札
二
二
輝
北
付
」
と
令
し
た
。
同
時
に
困
窮
す
る
家
臣

救
済
の
た
め
、
「
高
百
石
歩
付
五
百
目
当
り
至
当
暮
御
意
札
可
被
仰
付
候
」
と
、

家
臣
に
貸
札
を
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
選
定
発
行
の
動
求
翌
ﾌ
一
つ
に
、
延
宝

札
と
同
様
の
困
窮
す
る
家
臣
団
救
済
(
藩
札
の
貸
与
)
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

同
じ
十
月
の
「
札
遣
仕
磨
濫
V
覚
」
で
は
、
十
一
月
一
日
置
ら
「
札
を
以
通
用
」

と
し
、
「
金
銀
通
用
一
切
被
爆
留
候
」
こ
と
、
萩
に
三
カ
所
、
諸
郡
に
七
カ
所
、

計
一
〇
出
所
の
札
座
を
設
置
す
る
こ
と
、
と
し
て
い
る
。

 
翌
享
保
十
六
年
五
月
九
日
に
は
、
「
延
宝
年
中
之
電
信
之
様
、
往
々
痴
り
二

可
相
成
と
考
、
田
畠
家
屋
敷
其
外
二
よ
ら
す
、
不
相
応
高
直
二
而
も
買
置
候
様

相
成
候
二
付
而
、
諸
色
之
商
売
莫
太
高
直
相
成
候
」
と
、
札
遣
い
の
開
始
早
々

か
ら
の
不
信
用
の
動
向
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
仕
磨
翌
ﾌ
徹
底
を
は
か
っ

た
。
〟
濫
拠
ｬ
人
の
う
ち
「
身
躰
演
者
」
一
〇
人
に
札
打
を
任
せ
る
こ
と
、
②
引

当
米
を
札
座
へ
渡
し
、
通
用
札
を
一
〇
年
で
残
ら
ず
消
札
と
す
る
こ
と
、
③
「
所

帯
方
御
無
用
」
(
藩
借
銀
)
一
二
〇
〇
貫
目
・
「
御
家
心
中
御
貸
札
」
二
一
五
〇

貫
目
に
対
し
、
三
石
替
(
米
一
石
1
1
三
三
・
三
匁
)
で
年
々
一
万
五
〇
石
の
引

当
米
と
し
て
乱
座
へ
渡
し
て
二
丈
を
す
れ
ば
、
一
〇
年
で
残
ら
ず
消
札
と
な
る

こ
と
、
が
仕
磨
欄
燉
e
で
あ
っ
た
。

 
し
か
し
、
表
(
5
1
1
)
に
見
る
よ
う
に
南
石
は
、
札
銀
表
示
で
享
保
十
六



年
一
・
二
一
二
石
漆
、
同
十
七
年
○
・
四
一
五
石
替
、
同
十
八
年
○
・
三
石
替
、

同
十
九
年
○
・
二
一
石
替
(
正
銀
三
⊥
翼
々
)
、
同
二
十
年
○
・
千
石
替
(
正

忌
三
石
替
)
、
元
文
元
年
○
・
二
二
石
替
と
、
莫
大
な
延
銀
不
信
用
を
招
い
た
。

こ
れ
は
四
ツ
宝
銀
と
よ
く
似
た
動
向
を
示
し
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
よ
り
も
甚
だ

し
い
不
信
用
で
あ
る
。
こ
の
動
向
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
享
保
十
七
年
の
「
回

忌
」
で
あ
り
、
「
当
秋
画
筆
損
亡
脚
付
、
大
坂
運
送
之
斗
米
無
之
、
扱
又
紙
御

 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

仕
入
米
茂
御
手
当
無
之
」
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
消
札
の
引
当
ど
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
筈
で
あ
る
。
享
保
十
九
・
二
十
年
の
正
銀
と
の
比
は
一
五
分
の
一
で
、

こ
れ
を
「
拾
五
枚
重
ね
」
と
い
う
。
享
保
二
十
年
八
月
十
一
日
の
「
覚
」
に
よ

れ
ば
、
「
札
銀
交
易
莫
大
不
景
気
二
而
、
頃
日
ハ
三
拾
枚
重
之
余
二
も
相
成
申
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
様
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
札
客
層
り
」
で
あ
る
。

 
享
保
十
七
箱
入
月
二
六
日
時
点
で
の
「
虫
枯
」
の
被
害
状
況
は
、
蔵
入
一
四

万
一
〇
〇
〇
石
、
給
領
六
万
九
〇
〇
〇
石
の
計
二
一
万
石
、
こ
れ
に
通
常
会
計

の
不
足
五
万
石
(
四
ツ
成
物
成
に
し
て
二
万
石
)
を
加
え
る
と
、
石
高
二
六
万

石
の
被
害
で
あ
る
。
幕
府
は
、
九
月
に
は
四
国
・
中
国
・
西
国
へ
廻
米
を
指
示

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

し
、
各
藩
へ
通
知
し
た
。
そ
の
際
の
萩
藩
の
回
答
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

 
 
両
国
之
儀
茂
石
敷
虫
枯
こ
て
御
座
候
へ
共
、
国
中
村
里
大
概
山
家
二
而
、

 
 
畑
々
多
御
座
候
、
百
姓
尋
者
常
々
雑
穀
を
食
物
二
仕
儀
御
座
候
故
、
田
作

 
 
損
亡
多
御
座
候
而
茂
、
当
分
飢
人
者
無
細
鱗
僕
等
、
年
内
・
来
春
二
折
候

 
 
捕
者
、
依
所
飢
候
者
茂
可
有
之
哉
、

 
藩
は
、
そ
も
そ
も
「
百
姓
者
常
々
雑
穀
を
食
物
二
仕
儀
」
な
の
で
、
田
作
が

損
亡
し
て
も
さ
し
あ
た
り
飢
え
に
及
ぶ
こ
と
は
な
い
と
い
う
甘
い
認
識
で
あ
っ

た
が
、
念
の
た
め
に
廻
米
を
請
け
る
こ
と
に
し
た
。
近
世
中
期
に
至
っ
て
も
、

領
主
側
の
「
百
姓
は
米
を
食
わ
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
認
識
が
変
わ
っ
て
い
な

い
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
つ
た
危
…
求
頼
ﾇ
理
の
甘
さ
が
被
害
を
拡

大
し
た
。

 
一
方
山
代
紙
は
、
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
享
保
十
七
年
秋
に
は
前
掲
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

よ
う
に
、
「
紙
御
仕
入
米
軍
御
手
当
無
之
」
状
態
で
あ
り
、
餓
死
者
が
多
く
出

た
。
享
保
十
九
年
に
山
代
代
官
と
な
っ
た
坂
時
存
は
、
山
代
の
惨
状
を
見
て
負

担
を
下
げ
る
楮
検
地
を
行
う
し
か
な
い
と
決
断
し
た
。
楮
検
地
の
結
果
、
現
認

三
万
二
三
七
五
釜
と
認
め
、
帳
面
楮
を
六
万
二
三
七
〇
釜
か
ら
五
万
釜
(
楮
石

一
万
五
五
〇
〇
石
で
、
貞
享
検
地
よ
り
三
八
三
四
石
の
減
)
に
落
し
、
現
楮
と

の
差
額
の
う
ち
二
割
五
歩
被
(
か
づ
き
)
八
〇
九
三
釜
へ
は
門
別
六
・
八
匁
の

 
 
 
 
 

用
い
た
。

三
 
一
団
文
～
寛
延
期
の
藩
財
政

 
元
文
丁
銀
は
領
内
で
は
、
同
元
年
十
一
月
十
八
日
に
「
今
度
吹
替
被
仰
付
候

文
字
銀
引
替
の
儀
、
古
拙
百
目
の
所
え
歩
増
銀
共
二
文
字
銀
百
五
拾
目
組
方
被

仰
付
候
段
、
最
前
従
大
公
儀
被
仰
出
、
其
趣
を
以
御
国
中
の
儀
も
御
触
相
成

 
 候

」
と
触
れ
ら
れ
た
。
文
字
銀
は
、
慶
長
銀
・
正
徳
銀
の
三
分
の
二
の
価
値
と

定
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
準
じ
て
札
銀
と
の
和
市
は
、
「
慶
長
銀
・

新
銀
二
て
は
只
今
迄
の
通
十
五
枚
重
、
此
度
の
吹
替
銀
二
て
は
拾
枚
重
」
と
決

一
三
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表(5-2)米を指標にした銀貨価値の変遷
            (銀100匁二付置何石替)
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寛
保

延
享

寛
延

宝
暦

表(6)元文～宝暦期の家中・地下馳走米と米価の変遷

年代
圭
支 西暦

家中

y走米
i石)

地下

y走米
i升)

南石

P石
i匁)

備考

元文1 辰 1736 45. 5

「近年之出米之内今年より少々被返遣候」、「今
?N御馳走」。「米穀下直労、、借銀弥増に相成」

i黒)。「今度金銀吹雪、来月十五日より引替被
ｯ付の旨」(28冊)。「慶長銀・新調二ては、只
｡迄の通十五枚重、此度の吹替銀二ては拾枚重」
i28冊)。

元文2 巳 1737 13 46. 5 「文銀一流の名目を以可溶通用候、尤銭遣ひ壱
謫�ﾜ拾四文」、「金銀狂ひ二手寄せ」(28冊)。

元文3 午 1738 8 2. 0 87. 0

当職山内広通。来暮は12石懸かり。買米文銀表               o

ｦに転換。御扶持方成「弐百人及有之」。「米帯
､二文銀通用二十差詰而茂下直二相当り」(黒)。

昼竦ﾎ貫(1匁＝80文)。

元文4 未 1739 12 73. 5

「当夏納銀より古磨翌�ﾈ、銀壱匁の所銭八拾文
�岺樺閨v(28冊)。「新規入替御恵米、諸軍二
�ﾄ弐万石取立」(28冊。新入替米2万石取立)。

元文5 申 1740 5 3. 0 78. 7
「札銀通用の儀、、先去吊切二て通用被差留候」
i28冊)。「石貫八拾文銭」(28冊)。

寛保1 酉 1741 5 69. 0

寛保2 戌 1742 13 5ρ 588
12石懸かり・1石増懸かり。関東筋御普請手伝
ｺ命。「米紙段々下直」(黒)。藩主国廻り。

寛保3 亥 1743 20 5. 0 「大坂表米紙下直勇差出の時節、関東順調々御
＄ｿ御手伝訳載出」(黒)。山代楮石廃止。

延享1 子 1744 10
11月12日当職交替、山内広口→益田河内元言。
ﾄ紙下直。

延享2 丑 1745 20 10石懸かり。当夏数度の洪水前代未聞。増10石
怩ｩり。

延享3 寅 1746 12 57. 1

「宴御所帯危急二被臨候」、「上之御身分二懸り
�Vも被相改」、「殿様御居形御省略」。「自他御

ｺ銀元弐万貫目余之利銀弐千貫目余」(黒)。御
}持方成一代一度を二度に。江戸詰人数2171人。

延享4 卯 1747 11
財政整理に殊功の山内広通死去。山代宰判を前
怩ﾉ分割。

寛延1 辰 1748 11 56. 5 学頭山縣周南辞職。

寛延2 巳 1749 10 57. 1 大雨洪水。

寛延3 午 1750 15 57. 1 当職交替益田元言→益田越中広尭。

宝暦1 未 1751 10 50. 0 代替潤絡L→重就。5力年仕組。

宝暦2 申 1752 10 476 「三老上書」(坂・山縣・長沼)。

宝暦3 酉 1753 18 392
吉凶の造佐入過分。米紙櫨蝋下直。藩札年限継
Q5年。櫨蝋晒所の花田治左に札座。銭1匁に68
ｶ遺(後規)。

宝暦4 戌 1754 20 4. 0 455 15石懸かり・旅役5石懸かり。

宝暦5 亥 1755 20 30 769 15石懸かり・旅役5石懸かり。

宝暦6 子 1756 20 4. 0 602 15石懸かり・旅役5石懸かり。

宝暦7 丑 1757 20 4. 5 50. 0 15石懸かり・旅役5石懸かり。

宝暦8 寅 1758 15 4. 0 53. 8 17石の積りところ2石差返。

宝暦9 卯 1759 10 30 51. 3 宝暦の仕組。「御所帯御根積二相成、年中受払
ﾌ御米銀前積を以下手当」(後規)。

宝暦10 辰 1760 20 4. 5 50. 0 天下代替(家重→家治)。「御宰判櫨実受高壱
恷l千弐百貫目」(後規)。

出典:「御馳走出米覚」(政理12)。「御黒印御書附御張紙控」(磨覧ﾟ92)。「御米御買直段」(県

   庁旧藩812)。「二十八冊御書付」(磨覧ﾟ135)・「御書付其翌翌規要集」(磨覧ﾟ159)。

匁
)
前
後
に
安
定
し
て
行
く
。
正
徳
銀
(
享
保
銀
)
二
・
五
言
替
前
後
か
ら
み

文
銀
通
用
に
な
っ
て
も
、
藩
財
政
の
柱
で
あ
る
米
・
紙
の
値
段
は
安
い
ま
ま
で

示
に
な
る
の
は
、
元
文
三
年
で
あ
る
。
そ
し
て

七
五
石
替
(
一
石
1
1
五
七

 
元
文
期
(
一
七
三
六
～
三
九
)

 
 
 
 
 
 
 
 

表
(
5
1
2
)
の
よ
う
に
な
る
。 に

入
っ
て
の
和
市
変
動
を
追
っ
て
み
る
と
、

「
御
米
御
買
直
段
」
が
元
文
銀
(
文
墨
)
表

の
で
、
諸
色
高
値
の
も
と
で
の
米
・
紙
の
安
値
定
位
と
い
う
困
っ
た
も
の
で
あ
っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

た
。
「
米
早
出
二
文
銀
通
用
二
士
成
候
爵
茂
下
直
二
相
当
り
」
(
元
文
三
年
)
と
、

(
寛
保
二
年
)
、
「
大
坂
表
米
紙
下
直
肇
差
湊
の
時
節
」
(
寛
保
三
年
)
と
い
う
も

流
の
名
目
を
以
爆
管
通
用

用
停
止
と
な
っ
た
。

は
、
「
米
穀
下
直
労
」
「
借
銀
弥
増
に
相
成
」
(
元
文
元
年
)
、
「
米
紙
段
々
下
直
」

候11iに

し   は
と  ・

 
 
 
(
2
9
)

め
ら
れ
た
。

翌
二
年
一
月

「
諸
色
の
直
結
簿
外
金
銀
の
取
遣
、
文
銀
一

触
れ
ら
れ
た
。
藩
札
は
、
元
文
三
年
若
に
通

市
定
三
分
の
二
は
ほ
ぼ
成
功
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
藩
の
受
け
と
め
で

る
と
、
七
割
く
ら
い
の
所
に
定
位
し
た
わ
け
で
、
幕
府
の
貨
幣
改
鋳
に
よ
る
和

四



あ
っ
た
。

 
元
文
元
年
か
ら
宝
暦
十
年
(
一
七
六
〇
)
ま
で
二
五
年
間
の
家
中
・
地
下
馳

走
米
、
南
石
一
石
の
価
格
の
変
遷
は
、
表
(
6
)
の
通
り
で
あ
る
。
元
文
期
の

家
中
馳
走
米
は
、
一
三
石
・
三
石
・
一
二
石
懸
か
り
が
課
せ
ら
れ
、
家
臣
の
扶

持
方
成
は
「
弐
百
人
及
有
之
」
と
、
宝
永
初
年
の
＝
七
人
よ
り
増
加
し
て
い

 
あ
 

る
。 

元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
か
ら
延
享
元
年
(
一
七
四
四
)
ま
で
当
職
を
勤
め

た
山
内
広
通
は
、
い
く
つ
か
の
手
を
打
っ
た
。
〟
卵
O
述
し
た
坂
時
存
の
提
案
を

容
れ
て
、
元
文
五
・
寛
保
元
年
の
家
中
馳
走
米
を
旅
役
出
米
の
み
の
採
石
懸
か

り
と
し
た
。
②
元
文
四
年
七
月
に
、
「
凶
年
為
救
、
有
か
・
り
の
外
新
規
入
替

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 

御
三
米
、
諸
宰
判
二
て
弐
万
石
取
立
被
仰
付
候
」
と
、
小
貫
(
重
心
入
用
)
減

少
の
出
目
で
新
入
替
米
を
制
度
化
し
た
。
享
保
の
飢
饅
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。

③
元
文
四
年
に
は
、
検
見
仕
磨
翌
ﾌ
徹
底
の
た
め
の
小
村
絵
図
の
試
行
、
小
野
.
 

 
 
 
 
 
 
 

佐
村
の
廻
廊
と
、
後
の
宝
暦
検
地
に
繋
が
る
試
み
が
あ
っ
た
。
④
元
文
五
年
に

宝
蔵
銀
一
〇
〇
〇
貫
目
を
取
り
立
て
、
か
つ
年
々
八
○
貫
目
ず
つ
を
追
加
し
、

「
御
軍
用
且
重
キ
天
下
急
御
用
等
」
の
備
え
と
し
た
。
来
る
べ
き
宝
暦
改
革
で

の
撫
育
銀
の
直
接
の
先
業
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
藩
借
米
銀
の
変
遷
の
分
か
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を

史
料
が
あ
る
。
表
(
7
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
当
職
毛
利
就
久
か
ら
引
き
継
い

だ
元
文
三
年
時
点
で
の
借
米
銀
は
、
二
万
八
二
六
八
貫
目
・
米
五
万
九
五
九
二

石
で
、
六
年
後
の
延
享
元
年
に
は
、
二
万
一
一
八
○
貫
目
・
米
三
万
九
一
四
〇

石
と
な
っ
た
。
銀
七
〇
八
八
貫
目
・
米
二
万
〇
四
五
二
石
の
減
で
あ
る
。
た
だ

し
元
文
三
年
時
点
で
の
札
銀
七
五
三
二
貫
目
は
、
延
享
元
年
に
は
「
於
干
今
返

済
之
不
及
沙
汰
候
」
と
し
て
い
る
。
元
文

三
年
暮
の
札
銀
通
用
停
止
の
行
方
を
暗
示

し
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
六
年
間
で

米
二
万
石
の
借
米
減
に
止
ま
っ
た
と
言
え

よ
・
つ
。

 
寛
保
二
年
(
一
七
四
九
)
、
「
大
坂
表
米

紙
下
直
肇
草
叢
の
時
節
、
関
東
筋
川
面
御

 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

普
請
御
手
伝
被
仰
出
」
と
、
米
紙
安
値
に

苦
し
む
萩
藩
に
、
幕
府
か
ら
関
東
筋
粛
々

普
請
手
伝
い
の
下
命
が
あ
り
、
藩
は
翌
年

に
か
け
て
こ
れ
を
成
就
さ
せ
た
。
こ
の
た

め
寛
保
二
年
は
、
家
中
馳
走
米
一
二
石
懸

か
り
を
一
石
増
の
＝
二
石
懸
か
り
と
し
、

地
下
馳
走
米
も
限
界
値
の
石
盛
五
升
を
懸

け
た
。
翌
三
年
に
は
家
中
半
知
・
地
下
石

亀
五
升
の
限
界
値
と
し
た
。
な
お
山
代
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
、
「
山
代
楮
石
厳
儀
、
二
重
御
年
貢
」

を
廃
止
し
た
。

 
延
享
二
年
(
一
七
四
五
)
夏
、

た
家
中
半
知
の
馳
走
を
命
じ
た
。

表(7)元文3年～延享元年春の借米銀

項目

元文3
ﾘ銀元
i貫目)

元文3
ﾘ米元
i石)

延享1春
ﾘ銀元
i貫目)

延享1春
ﾘ米元

＠(石)

備考

大坂 14536 14582

幕府普請役大坂新借 1217

国元 36299 9650

国元 3662 3148

一心 7532 於干今回返済之不及沙汰候

普請役国歌より差出当用 135 7949

元三借米 23293 21541

上方4分13年銀(四ッ宝銀) 2478 2038

鷹司様御預銀(四ッ宝銀) 60 60

合計 28268 59592 21180 39140

出典:文庫「政理」44「当職所物」 (延享1年11月12日「山内広通引渡付立」)。

と
言
わ
れ
た
楮
石
一
万
五
五
〇
〇
石

古
今
未
曾
有
の
大
洪
水
が
防
長
を
襲
い
、

ま

御
所
務
落
竪
笛
仮
普
請
・
春
普
請
・
百
姓
撫
育
労
引
合
候
処
、
米
単
こ
し

て
四
万
七
千
九
拾
三
石
余
之
御
不
足
、
野
外
山
代
・
徳
地
を
始
其
外
諸
郡

一
五



一
六

 
 
共
流
楮
大
段
二
付
、
御
紙
漉
立
三
千
九
百
七
拾
丸
減
少
与
相
見
候
、
(
中
略
)

 
 
彼
表
(
大
坂
)
破
二
二
候
而
ハ
、
江
戸
御
仕
送
・
御
国
御
取
下
銀
一
宰
相

 
 
滞
大
切
之
儀
、
然
共
其
引
当
者
無
之
事
二
候
、
(
中
略
)
七
万
六
百
石
運

 
 
送
之
積
り
二
申
付
候
へ
者
、
御
家
来
導
出
至
高
百
石
丁
付
拾
九
石
被
相
増
、

 
 
先
達
而
御
馳
走
之
血
石
二
被
引
合
、
都
合
弐
十
九
石
之
出
米
二
而
、
残
心

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぜ

 
 
拾
壱
石
之
手
取
二
相
藁
積
御
座
候
、

 
年
貢
減
と
災
害
復
旧
で
四
万
七
〇
〇
〇
石
余
の
不
足
、
そ
れ
に
大
坂
借
銀
を

返
済
し
な
い
と
「
大
坂
破
」
と
な
る
の
で
、
七
万
石
の
大
坂
運
送
米
が
必
要
で

あ
る
。
こ
れ
を
家
中
馳
走
米
で
補
う
と
す
れ
ば
、
な
ん
と
二
九
石
懸
か
り
と
な

り
、
家
臣
の
手
取
り
は
＝
石
に
過
ぎ
な
く
な
る
。
虫
枯
の
時
さ
え
そ
こ
ま
で

で
は
な
か
っ
た
の
に
、
「
無
躰
二
沓
石
御
器
ケ
被
成
候
而
ハ
、
大
小
身
共
家
人

之
育
不
相
寛
仁
折
合
、
行
詰
用
事
ハ
い
か
様
之
変
出
来
塗
樽
段
も
難
計
」
し
、

と
し
て
半
知
に
止
め
た
と
い
う
。
家
中
馳
走
米
の
限
界
値
が
半
知
と
な
っ
た
背

景
に
は
、
内
乱
の
虞
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
職
山
内
広
通
が
取
り

立
て
て
一
万
石
あ
っ
た
新
入
替
米
と
宝
蔵
銀
が
、
「
国
家
之
大
事
」
と
ば
か
り
、

「
御
蔵
出
」
し
さ
れ
た
。

 
宝
暦
元
年
(
一
七
五
一
)
、
藩
主
は
潤
絡
L
か
ら
重
就
へ
代
替
り
と
な
っ
た
が
、

三
万
貫
目
の
借
銀
返
済
の
た
め
、
す
ぐ
に
五
力
立
仕
組
が
計
画
さ
れ
た
。
宝
暦

九
年
に
は
、
借
銀
額
は
四
万
二
六
〇
三
貫
目
と
な
り
、
宝
暦
改
革
が
開
始
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 

る
。
萩
藩
後
期
の
藩
財
政
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 
 
 
 
お
わ
り
に

 
天
和
二
年
～
正
徳
期
(
一
六
八
二
～
一
七
一
五
)
を
分
析
し
た
前
稿
を
引
き

継
い
で
、
本
稿
で
は
享
保
～
寛
延
期
(
一
七
一
六
～
一
七
五
〇
)
の
萩
藩
財
政

を
検
討
し
た
。
大
ま
か
に
言
う
と
、
萩
藩
中
期
冒
頭
の
貞
享
検
地
、
後
期
冒
頭

の
宝
暦
検
地
は
、
い
ず
れ
も
増
徴
と
蔵
入
強
化
の
策
で
あ
り
、
百
姓
の
成
立
ち

と
の
問
の
矛
盾
を
激
化
さ
せ
、
ま
た
家
臣
団
の
再
生
産
と
の
間
の
矛
盾
を
激
化

さ
せ
た
。
こ
の
両
検
地
に
挟
ま
れ
た
萩
藩
中
期
の
う
ち
、
後
半
を
扱
っ
た
本
稿

の
要
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 
第
一
に
、
藩
財
政
と
家
臣
団
の
再
生
産
の
関
係
で
は
、
家
中
馳
走
米
が
常
態

と
な
り
、
矛
盾
が
激
化
し
た
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
、
享
保
三
年
に
旅
役

出
米
の
制
度
化
が
行
わ
れ
、
旅
役
出
獄
か
ら
三
島
と
し
、
か
つ
馳
走
米
を
限
定

し
よ
う
と
し
た
。
旅
役
出
米
五
条
の
み
の
馳
走
出
米
は
一
〇
度
に
及
び
、
江
戸

方
予
算
の
米
建
業
、
上
々
様
へ
の
配
当
の
米
建
化
・
限
定
と
相
侯
っ
て
、
一
定

の
成
果
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
領
知
に
比
し
て
家
臣
数
の
多
い
と
こ

ろ
へ
、
自
己
増
殖
を
続
け
る
家
臣
団
を
扶
持
す
る
重
圧
は
増
し
て
い
っ
た
。
家

臣
団
救
済
の
た
め
に
、
家
臣
借
銀
の
公
内
借
捌
き
や
藩
札
貸
与
な
ど
を
行
っ
た

が
、
所
期
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ず
、
元
文
三
年
に
は
扶
持
方
成
家
臣
が
二
〇
〇

人
に
及
ん
だ
。
延
享
二
年
の
大
洪
水
の
時
に
は
、
半
知
を
超
え
る
馳
走
米
を
検

討
し
た
が
、
「
い
か
様
応
変
出
来
可
仕
段
も
難
平
」
と
し
て
、
半
知
(
二
〇
石

懸
か
り
)
を
馳
走
米
の
限
界
値
と
し
た
。

 
第
二
に
、
当
該
期
の
和
市
変
動
、
と
り
わ
け
幕
府
に
よ
る
貨
幣
改
鋳
と
藩
札

の
再
発
行
の
藩
財
政
に
与
え
た
影
響
を
検
討
し
た
。
四
ツ
宝
銀
の
通
用
に
よ
る



「
銀
子
く
る
ひ
」
は
、
物
価
高
と
金
融
閉
塞
を
招
き
、
藩
財
政
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
た
。
領
内
米
価
の
目
安
と
な
る
「
御
壷
御
買
二
段
」
は
、
銀
一
〇
〇
匁

に
付
論
調
書
替
と
表
示
さ
れ
、
石
高
制
下
で
の
普
遍
性
を
示
し
て
い
る
が
、
と

り
わ
け
当
該
期
は
、
米
一
石
に
付
勢
匁
と
認
識
す
る
よ
り
も
、
米
を
指
標
に
し

て
銀
貨
の
価
値
を
計
る
方
が
合
理
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
「
刺
米
御
買

直
段
」
は
、
正
徳
二
年
～
享
保
六
年
は
四
ツ
宝
銀
表
示
、
享
保
七
年
～
十
五
年

忌
正
徳
銀
(
享
保
銀
)
表
示
、
享
保
十
六
年
～
十
八
年
は
札
銀
表
示
、
享
保
十

九
年
～
元
文
二
年
は
正
徳
銀
表
示
、
元
文
三
年
以
降
は
元
文
銀
(
文
銀
)
表
示

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
あ
わ
せ
て
正
徳
～
享
保
初
期
の
藩
借
銀
額
は

四
ツ
宝
銀
表
示
で
あ
り
、
過
大
に
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
(
正
徳
銀
表
示
で
は

四
分
の
一
)
こ
と
も
指
摘
し
た
。
享
保
十
五
年
～
元
文
四
年
に
通
用
さ
せ
た
藩

札
(
享
保
札
)
の
動
向
は
、
四
ツ
宝
銀
に
類
似
し
、
か
つ
そ
れ
よ
り
も
甚
だ
し

い
不
信
用
を
招
い
て
、
延
宝
札
廃
り
に
続
く
享
保
札
廃
り
と
な
っ
た
。
藩
札
再

発
行
の
動
求
翌
ﾍ
、
利
子
の
な
い
借
銀
と
い
う
認
識
と
家
臣
へ
の
貸
札
で
あ
っ
た

が
、
藩
財
政
逼
迫
と
飢
饅
に
よ
る
米
不
足
に
よ
っ
て
後
ろ
米
・
後
ろ
銀
を
準
備

で
き
ず
、
失
政
に
終
っ
た
。

 
第
三
に
、
山
代
紙
を
は
じ
め
と
す
る
諸
郡
の
紙
は
、
米
と
並
ん
で
萩
藩
財
政

の
二
大
柱
で
あ
っ
た
。
宝
永
期
ま
で
は
紙
値
段
も
よ
く
、
増
漉
き
へ
の
投
資
と

地
下
紙
認
可
に
よ
る
山
代
成
立
ち
が
続
い
て
い
た
。
正
徳
か
ら
享
保
初
年
に
か

け
て
紙
の
殆
ど
を
抵
当
に
入
れ
て
の
藩
と
家
臣
団
の
借
銀
に
よ
っ
て
、
地
下
へ

の
還
流
が
途
絶
え
、
一
揆
さ
え
起
こ
っ
て
、
山
代
衰
退
へ
の
分
岐
点
と
な
っ
た
。

享
保
十
七
・
十
八
年
の
虫
枯
・
疫
病
に
よ
っ
て
そ
れ
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
元

文
期
こ
ろ
か
ら
は
、
諸
色
高
値
の
も
と
で
の
米
・
紙
安
値
の
状
況
が
起
こ
り
、

後
期
に
続
く
潮
流
と
な
っ
た
。
米
・
紙
は
藩
財
政
の
二
大
柱
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
潮
流
は
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。
山
代
で
は
、
享
保
十
九
年
楮
検
地
に
よ

る
帳
面
楮
の
減
、
寛
保
三
年
の
燕
石
免
除
、
延
享
二
年
大
洪
水
で
の
流
楮
の
被

害
が
起
こ
っ
た
。

 
第
四
に
、
当
該
期
藩
借
銀
の
中
身
は
、
紙
を
抵
当
に
し
て
の
借
銀
(
「
紙
屋

先
納
借
」
)
、
米
を
抵
当
に
し
て
の
借
銀
、
大
坂
御
用
達
(
上
田
・
鴻
池
)
.
 
江

戸
御
用
達
(
三
谷
)
か
ら
の
借
銀
、
領
内
町
・
在
々
か
ら
の
当
用
米
銀
、
石
州

借
と
い
っ
た
「
内
借
」
と
、
「
上
々
様
方
」
(
藩
主
の
係
累
)
か
ら
の
借
銀
、
宝

蔵
銀
・
藩
内
臓
部
局
か
ら
の
借
銀
と
い
っ
た
「
公
信
」
で
あ
っ
た
。
と
く
に
近

世
後
期
に
大
問
題
と
な
る
「
公
差
」
が
、
す
で
に
中
期
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と

は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

 
以
上
が
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
要
点
で
あ
り
、
多
少
な
り
と
も
新
た
な
論
点

が
提
示
出
来
た
と
考
え
る
。

註

(
1
)
拙
稿
「
萩
藩
中
二
面
財
政
研
究
序
説
」
(
『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
第
五

 
 
号
、
二
〇
〇
九
年
)
。

(
2
)
三
坂
圭
治
『
萩
藩
の
財
政
と
撫
育
制
度
』
(
初
版
一
九
四
四
年
、
改
訂

 
 
版
マ
ツ
ノ
書
店
一
九
七
七
年
)
。

(
3
)
御
薗
生
翁
甫
『
防
長
造
紙
史
研
究
』
(
防
長
紙
同
業
組
合
一
九
四
一
年
、

 
 
マ
ツ
ノ
書
店
一
九
七
四
年
復
刻
)
。

一
七



(
4
)
田
谷
博
吉
『
近
世
銀
座
の
研
究
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
)
、
小

 
葉
田
淳
『
貨
幣
と
鉱
山
』
 
(
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
)
。

(
5
)
小
川
國
治
『
転
換
期
長
州
藩
の
研
究
』
(
碑
文
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
)
。

(
6
)
「
萩
藩
中
期
の
山
代
紙
」
(
『
山
口
大
学
文
学
若
禿
』
第
六
〇
巻
、
二
〇

 
一
〇
年
)
。
本
誌
に
転
載
。

(
7
)
萩
藩
初
期
検
地
お
よ
び
貞
享
検
地
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
近
世
の
検
地

 
と
年
貢
』
(
塙
書
房
、
一
九
九
六
年
)
を
参
照
。

(
8
)
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
「
政
理
」
七
一
「
下
村
弥
三
右
衛
門
手
拍
」
。

 
以
下
毛
利
家
文
庫
史
料
の
場
合
、
文
庫
「
政
理
」
七
一
の
ご
と
く
記
す
。

(
9
)
文
庫
「
政
理
」
四
八
「
御
両
国
有
廉
集
書
」
。

(
1
0
)
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
古
家
文
書
C
一
〇
五
「
御
書
立
物
(
御
所
帯

 
逼
迫
二
付
御
借
銀
納
方
御
仕
組
之
大
概
)
」
)
。

(
1
1
)
桂
家
文
書
C
一
〇
〇
1
一
。

(
1
2
)
桂
家
文
書
C
一
八
「
御
国
・
大
坂
御
借
銀
覚
」
。

(
1
3
)
文
庫
「
旧
記
」
三
「
大
記
録
」
二
・
一
八
。
「
政
理
」
一
二
「
御
馳
走

 
出
米
覚
」
。
「
磨
覧
ﾟ
」
九
二
「
御
黒
印
御
書
附
御
張
紙
控
」
。
「
磨
覧
ﾟ
」
＝
二

 
五
「
諸
御
書
付
二
十
八
冊
」
、
「
磨
覧
ﾟ
」
一
五
九
「
御
書
回
雪
外
後
規
要
集
」
(
こ

 
の
二
史
料
は
山
口
県
文
書
館
編
『
山
口
県
史
料
近
世
編
磨
乱
ｧ
上
下
』
に
翻

 
刻
さ
れ
て
い
る
)
。
山
口
県
文
書
館
「
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
」
八
一
二
「
御

 
米
御
買
直
段
」
。

(
1
4
)
「
磨
覧
ﾟ
」
九
二
「
御
黒
印
御
書
弓
台
張
紙
控
」
。

(
1
5
)
坂
家
文
書
「
遺
言
抄
」
。

一
入

(
1
6
)
前
掲
拙
稿
「
萩
藩
中
期
藩
財
政
研
究
序
説
」
。

(
1
7
)
桂
家
文
書
C
一
〇
〇
1
二
「
享
保
元
申
八
月
よ
り
同
弐
酉
七
月
迄
御
米

 
銀
受
払
差
引
大
積
付
立
」
。

(
1
8
)
文
庫
「
諸
省
」
七
五
「
享
保
十
七
年
御
国
中
就
蛙
枯
御
拝
借
金
御
会
一

 
巻
記
録
」
。

(
1
9
)
「
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
」
八
一
二
。

(
2
0
)
文
庫
「
磨
覧
ﾟ
」
＝
二
五
「
諸
御
書
付
二
十
十
一
」
。

(
2
1
)
文
庫
「
旧
記
」
三
「
大
記
録
」
一
八
。

(
2
2
)
文
庫
「
遠
野
物
近
世
前
期
」
四
四
五
、
延
宝
六
年
一
月
二
十
六
日
「
江

 
戸
加
判
衆
奉
書
」
。

(
2
3
)
以
下
文
庫
「
政
理
」
四
一
「
享
保
拾
五
戌
年
賀
遣
被
仰
筆
写
一
巻
」
。

(
2
4
)
同
前
史
料
の
「
加
判
心
覚
」
。

(
2
5
)
同
前
史
料
の
享
保
十
七
年
十
二
月
十
五
日
「
覚
」
。

(
2
6
)
文
庫
「
諸
省
」
七
五
「
享
保
十
七
年
御
両
国
中
就
蛙
害
御
拝
借
金
御
母

 
一
巻
記
録
」
。

(
2
7
)
前
掲
拙
稿
「
萩
藩
中
期
の
山
代
紙
」
。

(
2
8
)
文
庫
「
磨
覧
ﾟ
」
一
三
五
「
諸
白
書
付
二
十
入
冊
」
の
元
文
元
年
十
一
月

 
十
八
日
「
覚
」
。

(
2
9
)
同
前
の
元
文
元
年
五
月
二
十
六
日
「
覚
」
。

(
3
0
)
同
前
の
元
文
二
年
一
月
十
五
日
「
覚
」
。

(
3
1
)
「
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
」
八
一
二
「
御
米
里
買
直
段
」
。

(
3
2
)
文
庫
「
磨
覧
ﾟ
」
＝
二
五
「
諸
御
書
付
二
十
八
冊
」
。



(
3
3
)
文
庫
「
磨
覧
ﾟ
」
九
二
「
御
黒
印
御
書
附
御
張
紙
控
」
。

(
3
4
)
文
庫
「
政
理
」
一
二
「
御
馳
走
出
米
覚
」
。
文
庫
「
磨
覧
ﾟ
」
九
二
「
御

 
黒
印
御
書
附
御
張
紙
控
」
。
文
庫
「
磨
覧
ﾟ
」
＝
二
五
「
諸
御
書
付
二
十
八

 
冊
」
。
文
庫
「
磨
覧
ﾟ
」
一
五
九
「
御
書
付
其
外
後
規
要
集
」
。
県
庁
伝
来
旧

 
藩
記
録
八
一
二
「
御
米
御
買
直
段
」
。

(
3
5
)
文
庫
「
磨
覧
ﾟ
」
＝
二
五
「
諸
御
書
付
二
十
八
冊
」
の
元
文
四
年
七
月
当

 
職
山
内
広
通
「
覚
」
。

(
3
6
)
同
右
の
元
文
四
年
六
月
代
官
中
存
寄
「
覚
」
・
元
文
四
年
二
月
山
内
広

 
通
「
覚
」
。

(
3
7
)
文
庫
「
政
理
」
四
四
「
当
職
所
物
」
(
延
享
元
年
十
一
月
十
二
日
「
山

 
内
広
通
引
渡
付
立
」
)
。

(
3
8
)
文
庫
「
磨
覧
ﾟ
」
九
二
「
御
黒
印
御
書
附
御
張
紙
控
」
。

(
3
9
)
県
庁
伝
来
旧
藩
記
録
入
二
四
～
六
「
製
紙
録
」
の
寛
保
三
年
七
月
「
楮

 
石
一
件
寛
保
年
御
代
官
木
梨
弥
右
衛
門
書
出
」
。

(
4
0
)
文
庫
「
政
理
」
四
五
「
延
享
二
乙
丑
年
従
御
家
来
中
半
知
御
馳
走
被
召

 
上
候
控
」
。

(
4
1
)
拙
稿
「
萩
藩
後
期
の
藩
財
政
」
(
『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
四
九
巻
、
一

 
九
九
九
年
)
、
同
「
萩
藩
天
保
期
の
藩
財
政
」
(
『
同
』
、
二
〇
〇
一
年
)
、
同
「
萩

 
藩
後
期
の
経
済
臣
僚
た
ち
」
(
『
瀬
戸
内
海
地
域
史
研
究
』
九
輯
、
二
〇
〇

 
二
年
)
、
同
「
萩
藩
天
保
期
の
借
銀
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
山
口
大
学
文
学
会
志
』

 
五
四
巻
、
二
〇
〇
四
年
)
。

一
九


